
□っていない。口縁部の形態により、Aは 6 種、Bは2 種に分類した。

A, ロ縁部が短く外反し、くの字状を呈するもの

ふ 口縁部が短く外反し、肥厚あるいはやや内弯しながらくの字状を呈するもの

ふ 口縁端部が須恵器口縁部形態に近似し、ヨコ ナデにより面とり状、つまみあげ状に成形さ

れるもの

ふ 口縁部が長く外反し、くの字状を呈するもの

ふ 口縁部が長く内弯し、袋状あるいは肥厚するもの

ふ 口縁部が肥厚して直に立ち上がるもの

B, ロ縁部がくの字状に開くもの

B2 口縁部がコ の字状に近く屈曲するもの

小形甕 口径が 15 cm以下のものを小形甕とし、26 個体を確認した。口径が12 -14 cmのも

のが一般的といえる。成形調整方法から、ロ ク ロ 調整しているAと武蔵型Bに分けられる。Aの

ロ縁部形態は、甕に準ずるものであるが、甕ほど明確な変化が認められない。底部は平底で回転

糸切りのものと静止ケズリにより調整されるものがある。体部調整は大多数のものが内外面ロ ク

ロ調整痕を残すのみであるが、154 は胴部中位からケズリ調整されている。87は器肉が厚く、他

の小形甕と異質であり、胴部中位からヶズリ調整され、底部は丸底に近い。

鉢 口径と比較して、 器高の減じた器種を鉢とし、口縁部形態から以下に分類した。

A 口縁部が大きく外反し、ロ ク ロ 調整され、胴部中位からヶズリが施され胴が張らずにナベ

形を呈するもの (33) 

B 口縁部が外反し、 ロ ク ロ 調整され、口縁端部形態が須恵器に近似し面とり状に成形される

もの (lll) 

C ロ ク ロ 調整され、口縁部から胴部にかけくびれが無く直で、外面にケズリが施され、内面

がカキメ調整によるもの (251) 

②須恵器

:t不底部の切り離し方法から、ヘ ラ切りされるものをA (68 ·102). 回転糸切りのままで未調整

のものをBとし、さらにBを色調、焼成の程度により4 種類に分類した。

B, 赤紫系を混えた色調で堅い焼のもの

恥 灰青色あるいは灰黒色で堅い焼のもの

恥 灰白色あるいは灰黄色で堅い焼のもの

B, 灰白色あるいは灰黄色でやわらかい焼のもの （摩耗している場合が多い）

法量は、口径が12 -14 cmのものが46 個体で大多数であり、器高は 3.6 -4. 0 cmのものが2 0

個体で半数近くを占める。詳細は別表で示した。形態は、底部立ち上がりから口縁部へかけて、

なだらかに開いている。その中で 1 03 は、底部の立ち上がりから口縁部へかけて直であり、底部

回転糸切りも他の坪が右回りであるのに対して左回りである。
- 116 -



高台付杯 底部から口縁部への立ち上がりが直となり、底部回転糸切りの後、回転ケズリによ

り調整し、高台を付すものである。「径高指数」＝昔『X 1 00 により以下に分類した。

A 径高指数が4 0 以上のもの ( 9 ·18·30·43) 

B 径高指数が25前後のもの (82 • 98• 99・100)

9は形態はAに属するが径高指数が34 であり、AとBの中間のものと思われる。A · Bともに

完形品は存在しない。

壺 頸部まで残存し、長頸壺と確認できるものは 53、2 19のみである。 底部に高台の付される

ものを壺とし、その形態からAとBに分類した。

A 胴部が直のもの (15 • 53) 

B 胴部が丸みをおびているもの (219・221・240·241 ・ 290·291·292)

四耳壺 胴部に突帯と4 つの耳をもち、もっとも退化した無孔の形態を有する (158) 

横瓶 口縁部は外反し、胴部はクタキ成形痕を残すもので、自然釉がかかっている (108) 

甕 口縁部が短かく、大きく外反し、かすかに凹線をもつもの(54) 、 口縁部が短かく外反し、

胴部クタキで成形されるもの( 6 ) 、口径が大きいもの(242·243• 266) がある。完形品は存在しない。

蓋 つまみ部の形態から、扁平なつまみをもつもの(23·9 6•264•300) と、丸みをもつもの(2 65)

とに分類される。 完形品は存在しない。

鉢 口径と比較して、器高の減じた器種を鉢とし、以下に分類した。

A 口縁部が外反し、胴部中位からクタキ成形されているもの (86• 143) 

B 口縁部から胴部にかけ、くびれが無く直で、酸化烙焼成されているもの (1 5 6) 

③ 灰釉陶器

B地点検出面で皿 126 、D地点8号住で婉が 1点（図示はして無い） 、D地点11号住で婉 194 ·195 、

壺2 01、D地点12号住で婉238 の計 6点が出土した。

④ 坪の法量比

土師器坪は、口径13- 14 cm 、器高4-4 .5  cm のものが一般的であるが、大形の一 群も存在

する。須恵器坪は土師器坪に比較して、口径、器高に規格性が認められ特に大形となるものは存

在しないが、底径値はこれに反して大きな巾をもつものがある。土師器杯と同様に底径5.6- 6.5

cm をとるものが多い中で、7.1cm 以上の値をとるものが認められ、形態的に底径が大きく、ロ

縁の立ち上がりが直に近くなる一 群が把握される( 64• 68• 103) 。本稿においては、土師器須恵器

坪の分類上、法量に関して未分析であったが、法量比による分類も器種の細分に有効な手段とな

ることが明らかであり、今後の課題としておきたい。

⑤ 土器構成と様相

平安時代の土器群は、以上により分類されてきたが、当然のことながら同群には年代巾が認め

られるべきところである。時間差の把握においては器種構成の変化に着目することとし、遺構別

器種分類表により古様相と新様相とを抽出してみたい。
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表8 平安時代遺構別器種構成表

様 住 土 師 器 須 恵 器 灰

杯 台 台 甕

他お
切 台 そ

相 杯
壺 甕 蓋 盈 釉居 A, 幻B1 B2 C1 C2 D 皿 ふA2A, A、 A, 幻B 1 B2 A a, a, 妬B、 切

B 31 32 34 36 3
� 

25 26 30 23 
35 28 27 24 5 

29 

B 11 ， 
JO 

B 
59 57 53 54 
I 

II 63 58 55 
古 B 16 13 12 15 14 16 

B 66 67 69 68 64 20 

B 
104 too; 112 113 111 102 103 98 107 96 

横
108
瓶000) 鉢 I 23 101 97 

D 150 151 155 149 156 
7 157 鉢

8 
45 44 51 50 49 39 41 43 37 

40 38 7 
42 

B 21 22 17 18 18 

B 83 84 90 94 93 78 82 81 86 
I I 鉢

21 92 95 80 
D 135 134 141 139 140 131 132 133 ]

は5 142 
D 180 181 183 173 174 178 182 ， 184 ＋ 175 176 
D 188 189 190 191 186 185 187 

中10

D 198 197 196 206 192 194 

11 
200 199 195 

201 

D 246 �47 245 244 258 256 251 237 236 239 242 238 

12 鉢 ＼ 
259 257 241 243 

275 272 269 282 283 260 261 263 267 266 264 
D ＼ 加
14 'Z/3 271 262 268 265 

274 

D 294 295 299 298 297 �86 285 284 ね89 290 

15 I 

288 287 292 

B 5 7 1 6 

2 I 

4 

B 74 75 

22 
I 

77 
D 146 144 148 

新
6 147 

163 160 169 172 159 品I I 167 ＋ D 162 171 8 165 
166 

D 
216 214 212 229 231 234 228 207 219 

I ＼ I ＼ 13 218 215 213 230 233 211 221 

〇 器種分類に基づき各住居址単位の伴出状況を示した。 表中の数字は遺物番号と対応する。

0 土師器高台坪、 高台皿、 須恵器高台坪、 壺、 甕は、 細分類されていない。

0 土師器甕C 類、 小形甕は掲載されていない。 ただし、 小形甕B類に関しては（）内に示した。

0 未実測個体中存在が確認されたものは＋で示した。
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古様相

土師器杯はB1·C1 に限られ、 底部回転糸切りによると思われる切り離しの後、 回転• 静止ケスゞ

リにより丁寧に調整されるものである。 ロ ク ロ 調整によらないA心これに共伴している。 土師器

甕は口縁部が短く折立するA1-Aa に限られ、外面にカキメが存在するものも認められる。 これに

武蔵型甕B1 とハケ甕が共伴する。 須恵器坪はB1-Ba であり、 ヘ ラ切りによるAが伴う可能性が

ある。 須恵器は他に高台付坪、蓋、横瓶、 鉢があり器種は豊富といえる。

新様相

土師器坪は底部回転糸切りのままで調整されていないD が主流となる。 土師器甕はA.-A6 に

限られ、 口縁部が長い。 これに武蔵型甕B2 が共伴する。 土師器には新たに高台付坪、 高台付皿が

登場する。 須恵器坪は粗雑なB. に限られる。

以上抽出された様相を整理すると、土師器坪は（も')→ D、土師器甕はAi-ふ →A.-A6 、B1

→ B2 、 須恵器坪はB1-B戸B. 、 須恵器高台付坪→（圭悶尉魯喜畠は）へと移行する時間的な器種構

成の移動、 変化が把握されることになる。 年代に関しては共伴する灰釉陶器が有力な手がかりと

なる。 その詳細については次章にゆずることとし、 本稿においては目安としての年代観を呈示す

るにとどめたい。 古様相には、 ほぽ9世紀代の中葉前後を、 新様相には1 0世紀代中葉前後をその

実年代として想定しておく。

なお、 D地点集石土壊資料（図85-3 00-3 03) は古様相をさかのぽり8世紀代の遺物として把

握される可能性があり、 今後の検討を要する。 （中殿章子）

表 9 平安時代土器観察表

嬰 図 種 器 法 量(cm) 遺 色調 焼 成 形 調 整 施 文
地 番

点 号 別 種 口径底径器高 存 外内 成 外 面 内

1 S 牙 14.0 6.8 4.3 I h j 粗 底部 一 糸切4 
2 S 好 13. 0 5.5 3.5 3 1 h h 粗 底部一糸切

B 1 地 3 S 杯 13.2 6.2 3. 7 す h h 粗 底部一糸切
点 1 4 S 杯 13.0 4 

1 . I  粗
2 1 ぢCコ 5 H 杯 12.8 6.0 3.2 2 e ⑧ 良 底部一糸切 ミガキ

住 1 6 S 甕 20.0 4 i I 良 平行タタキ 無文タタキ

7 H 甕 23.0 百1 e e 良 ハケ？

B 8 s 牙 6.0 1 J j 良 底部一糸切� 
地 1 点 9 S 杯 11. 4 6.8 4. 1 0 m m 優 底部一糸切

10 10 H 鉢 す
1 e e 良 ハケ→ミガキ ナデ

ぢ＇コ

ふ住 11 H 甕 23.2 e e 良 ケズリ

⑧―黒磨 b ー 黒褐 c ― 灰褐 d ー 黄褐 e 一 赤褐 f ー 赤 g ー 灰 h ー 灰白
i ― 灰黄 j ー灰青 k 一青 l 一 灰黒 m― 灰赤
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面

磨耗

磨耗

磨耗

磨耗

磨耗

高台付
古
品
墳

？
時代混入

ビット内

（表9-1)
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i 図 種 器 法 量(cm) 遺

点 弓ロ 別 種 口径底径器高 存

12 S 杯 13. 1 6.3 4. 1 3 
5 

B 1 地 13 S 財 12 7 5.3 3.4 2 
点

百1 14 S 蓋 1 1. 0 
16 

2 
1 万Cコ 15 S 壺 12.8 

住
6 
1 16 H 杯 13. 8 4.6 5.2 

17 S 杯 12.2 6.2 3.8 4 I 

B 18 S 均 12.0 6 
1 

地 1 点 1 9  H 杯 13. 2 6.2 4.0 す

18 20 H 甕 6.4 2 
1 

弓にコ

住 2 1  H 甕 26. 0 百1 

22 H 甕 2 1. 7 も
23 s 蓋 16.4 1 

4 

24 S 蓋 16.6 4 
1 

25 S 杯 12. 7 7.0 3.5 完

26 S 杯 12.8 6.4 4.0 1 
2 

27 S 杯 13.4 6.6 4.0 完

B 28 S 杯 1 1. 4 4.8 3. 9 3 
1 

地
点 2 9  S 杯 12.6 1 

4 

5 30 S 杯 9. 4 3 
1 

号
杯 3 

住 3 1  H 1 1. 2 4. 7 5 

32 H 杯 17.0 8.4 5.4 完

33 H 鉢 30.4 1 
4 

34 H 甕 20.5 32. 1 完

35 H 甕 26.4 1 

36 H 甕 2 1. 8 4. 6 す1 

37 s 蓋 13.8 1 
5 

B 1 
地 38 s 蓋 16.8 で
点

4 
1 3 9  s 杯 13.4 6.0 4.0 

7 
万、コ 40 s 杯 12.6 6.6 3.6 完
住 3 

4 4 1  s 杯 13.0 7.2 4.2 

色調. '  
外内

h h 

J j 

I j 

I j 

e ⑥ 

h h 

l j 

e ⑥ 

e C 
e 

e e 

e e 

m j 
m 

焼

成

良

良

良

良

良

良

優

良

良

良

良

優

m j良

j J 良

l . l  . 良

h h 良

j j 優

I j 優
I 
J . J 良

d⑥ 良

e ⑥ 良

e e 良

e e 良

e e 良

e b 良

j J 良

h h粗

j J 良

j j 良

1 . 1  . 良

成 形 調 整 施 文
備 考

外 面 内 面

底部 一糸 切

底部 一糸 切

底部回転ケズリ→ナデ 高台付

底
静
部止～ケ周ス縁リ ミガキ

底部一糸切

高台付

底部ーケズリ？ ミガキ

底部一糸切

カマド内

カキ目

つまみ部同転ケズリ カマド内

底部一糸切

底部一糸切

底部ー糸切

底部一糸切 カマド内

高台付

ケズリ？ーミガキ ナデ→ミガキ ロクロ未使用

底回部転ケ～ス周リ
緑
係切） ミガキ

ケズリ カキ目 外面炭化物

カキ目→ケズリ カキ目中位以 下 ハケ 外面炭化物

ケズリ 板状工具による回転
ナデ

以
頸
下

部 下 ヨコケズリ
タテケズリ ナデ 武蔵型甕

つまみ部回転ケズリ

つまみ部回転ケズリ

底部一糸切

底部一糸切 カマド

底部一糸切

（表 9-2)
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I 点

図 種 器

方口 別 種

42 S 杯

43 S 杯 ？

B 44 H 杯

地 45 H 杯

点 46 H 坪

47 H 甕

7 48 H 甕

ぢロ 4 9  H 甕

住 50 H 甕

51 H 甕

52 H 甕

53 s 壺

54 S 甕

B 55 s 甕

地 56 H 甕

点 57 H 甕

58 H 甕

11 5 9  H 甕

可ロ 60 H 甕

住 61 H 甕

62 H 甕

63 H 甕

64 S 切

65 S 杯
B 
地 66 H 杯

点 67 H 杯

20 68 S 杯

6 9  H 甕
住

70 H 甕

71 H 甕

法 量(cm)

ロ径底径器高

11. 9 5. 7 3.2 

15.4 

17.2 7 2 5.0 

13.0 5 8 4.0 

17.8 

12. 9 6.6 11. 1 

12. 5 

1 9. 2 

21. 8 

24.6 

10. 8 

20.8 

15. 0 

12.8 

18.6 

21 4 

24.6 

17.2 

23.2 

24.2 

25 2 

13.0 8.0 3.4 

6.8 

13. 8 7.5 3.6 

6 4 

14.2 8. 0 3. I 

22.2 

24.2 

22. 8 

遺

存

3 
5 

8 
1 

6 l 

立
4 
1 
6 

3 
1 

4 
1 

上
5 

4 
1 

6 I 

4 
1 

完

上
4 

2 
1 

4 
1 

上
4 
1 
4 

2 
1 

3 
1 

4 
1 

4 
1 

2 
1 

3 
1 

2 I 

完

4 
3 

6 I 

6 I 

4 
1 

上
5 

色調' . -
外内

J j 
I 
J . 

J 

e a 
e 

e e 

!@ 
e e 

e e 

e e 

e e 

e e 

C C 

h 
J . J 

j j 

j j 

e e 

e e 

e e 

e e 

e e 

e e 

e e 

e e 

j J 

h h 

e⑧ 

e⑧ 

e e 

e e 

e e 

e e 

焼 成 形 調 整 施 文
備

成 外 面 内 面

良 底 部
一 糸切

良

良 底 部
一 糸切 ミガキ

良 底
回

部
転～ケ周ス 縁

リ ミガキ

良 ミガキ カマド

良 底部一 糸切 ロクロ調整のまま 磨 耗
カマド

良 カマド

良 カキ目 カキ目

良 ケズリ カキ目 カマド

良 カキ目 カマド

良 ハケ→ケズリ ハケ

良 底 部 糸切→回転ケズリ 高台付

良 タタキ→ナデ 工具痕ー押さえ？ カマド付近

良 タタキ→ナデ ハケ→ナデ 54 と同一個体

良

良 頸部下ョコ方向ケズリ ナデ 武蔵型甕

良 頸部下ョコ方向ケズリ ナデ 武蔵型甕

良 ケズリ タテ ハケ→カキ目 カマド

良 ケズリ

良 カキ目 磨 耗

良 ケズリ

良 ハケ→ヨコ方向ナデ タテ ハケ→カキ目 カマド→ケズリ

良 底 部
一 糸切 カマド

良

良 静
底 部
止 ～ 周縁

ケズリ（糸切） ミガキ

良 疇回転～ケ
周
ズ

縁
リ ミガキ

良 底 部
ー ヘラ切り？ 酸化焔焼成→ナデ

良 カキ目

良 ナデ→ハケ 頸部付近にナデ ハケ痕か？ ハケ甕

良 ナデ→ハケ ナデ ハケ甕

（表 9-3)
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塵 図 種 器 法 量(cm) 遺

贋
番
万口 別 種 ロ径底径器高 存

20 72 H 甕 9.4 2 
1 

住

73 S 杯 6.2 3 
1 

B 
切 2 

1 
贋

74 H 7.2 

75 H 甕 21. 4 3 
I 

22 
76 H 甕 25.4 8 

1 

77 H 甕 22. 4 上
6 

78 s 杯 12. 1 6.5 3. 0 3 
1 

7 9  s 杯 12. 9 5.3 4.3 立
5 

80 s 杯 13.2 6.4 3. 9 1 
5 

81 s 蓋 14.4 上
6 

82 s 杯 15.6 10.0 4 7 立
4 

B 83 H 杯 13.2 6.4 4.4 1 
5 

84 H 杯 14.4 6.2 4.8 3 
地 4 

85 H 均 15.6 上
点 6 

86 s 鉢 26.2 8 
1 

87 H 甕 12 6 13. 0 立
5 

2 1  
8 
I 88 H 甕 13. 9 

方にこ'

89 H 甕 12.5 8 
1 

住 90 H 甕 24.8 上
5 

91 H 甕 21 5 6 
1 

92 H 甕 1 9.4 6 
1 

93 H 甕 22. 2 3 
1 

94 H 甕 24.2 1 
4 

95 H 甕 22 8 4 
3 

96 S 蓋 4 
1 

B 97 S 蓋 13.6 3 
1 

地
3 
1 点 98 s 杯 12.8 8.2 4.2 

23 99 s 杯 12. 4 8.8 4.0 3 
1 

弓、コ

6 
1 住 100 s 杯 13. 7 10. 4 4. 1 

10 1 s 杯 9.0 完

色調 焼
' ' 一，

外内 成

e e 良

h h 粗

e⑧ 良

e e 良

e e 良

e e 良

h J 良

j j 良

h h 良

j I 良

J J 優

!@ 良

!@ 良

e⑧ 良

J j 良

e b 
d 良

e e 良

C C 良

e e 良

e b 
e 良

e e 良

e e 良

e e 良

d b 
良d 

j h 良

J J 良

I 
J . 

J 良

I 
j 良

m m 良

j h 良

成 形 調 整 施 文

外 面

ハケ、 底 部付近ケズリ

底 部
一糸切

底 部
一糸切

ケズリ

疇 —糸切

底 部
一糸切

つまみ部一 回転ケズリ

底 部
一 回転ケズリ

底静
部 止～ケ周ス縁リ

底
回

部
転 ～周縁ケズリ

タ タキ→ロクロナデ

ケズリ

ケズリ

ケズリ

ケズリ

つまみ部一 回転ケズリ

つまみ部
一 回転ケズリ

底 部
一糸切→回転ケズリ

底 部
一糸切→回転ケズリ

底 部
一 回転ケズリ

- 122 -

内 面

ナデ

ミガキ

カキ目

カキ目→ハ
中
ケ

位（ 以 下 ）

カキ目

ミガキ

ミガキ

ミガキ

カキ目

ロクロナデ→ハケ

カキ目→ハケ

カキ目

カキ目→ハケ

備

ハケ甕

高台付

カマド 一括

カマド一括

高台付

底 部 ハクリ

底 部 ハクリ

カマド

カマド

貫嘉炭化物
カマド

高台付

高台付

高台付

高台付

（表 9-4)

考

号
住



閉 図 種 器 法 且 (cm) 遺

贋 号 別 種 口径底径器高 存

102 S 杯 13. 3 7.0 3.9 2 
3 

103 S 杯 12. 8 8. 2 4. 1 4 
3 

104 H 杯 12.4 6. 0 3. 6 2 
3 B 

6 
1 105 H 切 15.8 

地
106 H 切 16. 6 8.2 6.0 完

点 2 
3 107 s 空-

108 S 横瓶 11. 2 2 
1 

23 
2 
3 109 H 甕 11. 3 4. 0 10. 5 

方にコ

2 
1 110 H 甕 13.4 7.0 12. 5 

住 2 
3 111 H 鉢 15.6 8.8 12. 2 

112 H 甕 25.9 4 
1 

113 H 甕 27.8 5 
1 

114 S 蓋 16. 0 8 
1 

B 
地 115 S 杯 14. 6 8. 2 4. 1 6 

1 
点

1 116 S 杯 5.8 3 
1 

号
117 H 甕 18.8 1 

白 6 

118 H 甕 12. 2 6 
1 

tti 119 H 杯 12. 0 6. 5 3.8 4 
3 

8 120 H 杯 13.4 4 
1 

号
住

121 H 甕 11. 9 6. 7 14. 1 完
南
西 122 H 甕 23. 0 30.2 2 I 隅

123 S 杯 13.2 7.2 4.6 2 
1 

B 1 24 S 杯 12. 4 6 4 3 7 2 
1 

贋 125 S 杯 13.0 6.8 3.5 3 
1 

麿
126 K 皿 15.6 8.2 2.6 8 I 

面 127 H 均 5.8 完

2 128 H 杯 11. 2 7.0 4.8 2 
1 

畠 129 H 甕 23 0 6 
1 

130 H 甕 上
3 

D 131 S 坪 13.8 3 
1 

財3

色調
" '――― 

外内

h 
j J 

j j 

e@ 

e⑧ 
a 
e ® 
I h h 
h m 
I J 
e e 
I I 

b e 

C e e 

e e 

e e 

j j 

j J 
m m 

h h 

e e 

b b 

e⑧ 
b b 
e e 
b b 
e e 
b b 
e d 

j j 

h h 

J j 

h h 

e@ 

:@ 

e b 
e 

e e 

mm 

焼

成

良

良

良

良

良

優

優

良

良

良

良

良

優

良

良

良

良

良

良

良

良

良

粗

優

良

良

良

良

良

良

成 形 調 整 施 文
備 考

外 面 内 面

底 部
ー ヘラ切り？→ナデ

底 部一糸切 カマド
左回り糸切

底
静

部
止～ケ周ス縁リ ミガキ 黒 斑

ミガキ

疇
回転～周縁ケズリ （ヘ ラ 切） ミガキ 磨 耗

タタキ 自然釉

頸
以
部 下

下
ー ヨコケズリ
ータテケズリ ナデ 武蔵型甕

カマド
底 部磨耗

底 部
ー 静止ケズリ

ケズリ カキ目→ハケ 磨 耗

ケズリ カキ目 カマド

つまみ 部一 回転ケズリ

底部一糸切

底 部
一糸切

カキ目

底 部
一糸切 ミガキ

底 部
一糸切 ミガキ 高 台付

底 部
一糸切

ケズリ カキ目→ハケ

底 部
一糸切

底 部
一糸切

底 部一糸切

施釉ハケぬり 施釉ハケぬり ？ 高台付

底 部
一糸切 ミガキ 2 号溝

底 部ーナデ ミガキ 品2 号
台付

溝

カキ目

ケズリ →ナデ ハケ

（表 9-5)
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堂 図 種 器 法 量 (cm) 遺 色 調 焼 成 形 調 整 施 文

贋
番 .....__ 備
方にコ 別 種 口径底径器高存 外 内 成 外 面 内 面

13 2 S 杯 12.8 6.2 3. 7 4 
5 j j 良 底部一 糸切

13 3 S 杯 13 2 3 
1 h h 良

13 4 H 杯 15.6 6.2 5 .  1 2 
1 e ⑧ 良 底

回
部

転～ 周縁 ミガキケ ズ リD ..l 底部～ 周縁13 5 H 杯 15 . 0  2. 9 4. 9 5 
h ⑧ 良 静 止 ケズリ ミガキ

地
4 
1 13 6 H 杯 13. 0 6.4 4.2 e ⑥ 粗 ミガキ 磨 耗

点 1 13 7 H 杯 15.4 5 d @ 良 ミガキ 外面黒斑

138 H 甕 12.2 6 
I b b 

良 内 面黒斑e d 
5 

8 
1 13 9 H 甕 1 7.8 d d 良 カキ メ

号

8 
1 14 0 H 甕 24.0 d b 良

住

� 14 1 H 甕 2 0.0 d d 良 カキ メ 内 外面炭化物

14 2  H 甕 2 3  4 4 
1 b b 良 カキ メ 内外面炭化物

14 3 S 鉢 4 8  7 .l j m 良 平行タタキ 同心円タタキ 1 1 号住に
5 m 同一個体

144 S 切 14. 0 4 
1 

I 
.

I 
. 粗 磨 耗

D 
145 H 杯 13. 0 4.5 4.2 1 b @ 良 底

静
部

止 ～ 周縁 ミガキ贋 5 ケズリ

146 H 甕 26. 0 f2 e e 良 ケズリ カキ メ →ナデ
6 

ぢ、コ 147 H 甕 26. 0 8 
1 d b 良 カキメ

住
14 E s 甕 8.4 2 

1 I . I  . 粗 底部一 糸切

14 £ s 杯 12.6 5. 0 3. 9 4 
3 

J j 良 底部一 糸切

D 
15 0 H 杯 15 3 6.6 5. 3 3 

4 炉 ® 良 底
静
部

止 ～ 周縁ケズリ ミガキ

地 15 1 H 杯 13. 1 5.5 4.2 4 
5 『 ® 良 底

回
部

転～ 周縁
ケズ リ（糸切） ミガキ 磨 耗

点 152 H 甕 8.2 4.2 8. 1 2 
1 b b 良 底

静
部

止 ～ 周縁 外面磨耗e d ケズリ

153 H 甕 5.6 3 
1 b b 良 底部一 糸切

7 154 H 甕 1 3. 2 6.6 14.2 2 
I b d d 粗 胴中以下から ケズリ 磨 耗

号
155 H 甕 16.0 4 

1 d d 良 磨 耗
住

156 s 鉢 25 0 4 
1 良 酸化焔焼成e m 

157 H 甕 2 4  0 8 
1 e b 良 ケズリ ナデ

D 15 8 s 四年壺 4 
1 

j j 良 タタキ→ナデ

贋 15 9 s 均 13.4 6 .2 4 1 6 
1 I ． I 粗 底部一 糸切

8 160 H 杯 1 3. 0  4. 7 4. 0 2 
3 e @ 良 底部一 糸切 ミガキ: 16 1 H 杯 13.2 5.6 3. 9 完 e @ 良 底部一 糸切 ミガキ 外面黒斑

（表 9 -6)
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閉 区l 種 器 法 量 (cm) 遺

地 番
点 万口 別 種 ロ径底径器高存

1 6:: H 杯 13.6 5.0 3 6 立
4 

16 � H 杯 14. 6 5.5 4 . 4  4 
3 

D 164 H 杯 5.2 4 
1 

地 16 E H 杯 17.0 6.0 5 2 2 
1 

点 16 € H 杯 13.6 5. 1 3. 9 2 
3 

16 'i S 杯 13.2 4 
1 

8 16 E H 甕 12.8 4 I 

号 16 S H 甕 2 1. 6 4 I 

住 17 ( H 甕 23.6 上
4 

17 1 H 甕 22.4 4 
1 

m H 甕 23. 6 3 
4 

m S 杯 12. 0 6.2 3. 7 8 
1 

174 S 好 12.8 5.4 3. 9 3 
4 

17E S 杯 12. 9 5 5 3 7 立
D 4 

176 S 杯 13.6 7. 0 3 6 ヽ地
5 I 17 7 S 杯 6.0 

点
6 
1 rn S 杯 8 0 

rn H 杯 15. 4 1 
5 ， 
8 
5 18( H 杯 1 1. 7 5 6 4.3 

号
5 
1 181 H 杯

住

2 I 182 s 空-

183 H 甕 17.8 4 I 

184 H 甕 2 1. 2 5 I 

18t S 杯 12. 8 5.6 3.4 百
1 

D 18E S 杯 13 . 1 5. 7 4.3 2 
3 

地
187 S 杯 8.6 完点
18E H 切 12.6 6.0 4.3 2 

1 

10 
万ロ

189 H 杯 5.4 2 
1 

住 1 9C H 甕 23 . 0 8 
1 

1 91 H 甕 2 1. 4 30 . 0 3 
1 

色 調
I , 
外 内
b b 1 f 

e ⑧ 

a a 

b @ 
b b 
d d e e 
h 
J .

h 
J 

d d g 
e e 

e e 

d d 

e e 

m m 

J j 

J j 
m m 
J j 
h h 

h h 

J j 

e ⑧ 

e ⑧ 

e @ 
. j J m 
d d 

d b 

i I 

h h 

j m 

� ®  
e ⑧ 

e e 
C b 
d C 

焼

成

良

良

良

良

良

粗

良

良

良

良

良

優

良

優

良

粗

良

良

良

良

良

良

良

粗

良

良

良

良

良

良

成 形 調 整 施 文
備 考

外 面 内 面

底 部
一 糸切 内 面黒斑

底 部
一 糸切→回 転 ケズリ ミ ガキ 外面黒斑

底 部
一 糸切

底 部
一 糸切 磨 耗

底 部＿ 糸切 内面黒斑

カ キ メ

カ キ メ

タタキ→ケ ズ リ 押さえ痕→ カ キ メ 外面黒斑→ ハケ

底部一 糸切

底 部
一 糸切

底 部
一 糸切

底 部
一 糸切

底 部
一 糸切

高台付

ミ ガキ 磨 耗

底 部
一 糸切 ミ ガキ 磨 耗

ミ ガキ 高台付

ケズリ ナ デ

ケズリ カ キ メ →ハ ケ

底 部
一 糸切

底 部
一 糸切

底 部一 糸切→ 回 転ケズリ 高台付

底
静
部

止 ～ 周縁
ケズ リ ミ ガキ 磨 耗

底
静

部
止 ～ケ周ス 縁リ （ 糸切） ミ ガキ

ケ ズ リ カ キ メ →ハ ケ 外面赤変

（表 9 - 7)
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堂 図 種 器 法 量 (cm) 遺 色調 焼 成 形 調 整 施 文

贋
番 ’ ’ 備
万ロ 別 種 ロ径底径器高 存 外 内 成 外 面 内 面

1 92 s 杯 1 4  2 7.0 4 .  6 1 l h 粗 底部一糸切百 h 

1 93 s 杯 5 6 2 
1 h h 粗 底部一糸切

1 94 K 塊 9 2 4 
1 h h 良 底部一 回転ケズリ 施釉、 ハ ケぬり？ 高台付

1 95 K 塊 18. 2 5 
1 h h 良 施釉、 ハ ケぬり？

D 1 96 H 皿 1 1. 0 6.6 2. 7 4 
5 

a a 
e e 良 ミ ガキ 高

内外
台

面
付

黒斑

地 1 97 H 杯 2 
1 d @  良 底部一 回転ケズリ ミ ガキ 高台付

点 198 H 杯 13 .0  6 D 4 9 2 
1 e b 

e 良 底
静
部止～周縁

ケズリ （糸切） ミ ガキ 内外面黒斑

1 99 s 杯 12 6 5 8 4 0 4 
1 i h h 粗 底部一糸切

1 1 200 H 杯 13. 6 4 
1 b ⑧ 良 ミ ガキ 高台付？

方ロ 20 1 K 空-
5 
1 h h 良 施釉上半部

住 202 H 甕 5 8 3 
1 e e 良 底部一糸切

203 H 甕 5 6 4 
1 b b 良 底部一糸切

204 H 甕 2 4 完 d a 良 ケズリ →ナデ 磨 耗

205 H 甕 9.8 8 
1 b e 良

206 H 甕 23.8 4 
1 b b 良 カキ メ 内面黒斑

20 7 S 杯 12 0 5 0 4.0 2 
1 h h 粗 底部一糸切 燈芯痕

208 S 杯 I I. 4 5 4 4 2 4 
1 h h 

J 粗 底部一糸切 磨耗

20 9 S 杯 1 3  6 4.0 4 1 完
h h 

粗 底部一糸切 黒
磨耗

斑
、 カマドI ． I 

2 10 S 杯 13.4 5 4 3 . 9  3 
4 

h I 粗 底部一糸切 黒斑
m m カマド

D 2 1 1  S 杯 13.4 6 2 3. 9 4 
1 h I 粗 底部一糸切 内外面黒斑

地 2 12 H 皿 12 2 4 
3 e

® g 良 底部一 回転ケズリ 高台付

点 2 13 H 皿 15.0 8.0 3. 3 8 
5 

® ® 優 ミ ガキ ミ ガキ 尚
ヵ

台付
マド

2 14 H 杯 6. 8 3 
1 

® ® 優 ミ ガキ ミ ガキ 高台付底部一 回転ケズリ

13 2 15 H 皿 4 
5 @ ® 良 ミ ガキ ミ ガキ 高台付底部一 回転ケズリ

芍ロ 2 16 H 杯 1 4  0 6 0 4. 6 2 
1 d @  良 底部一糸切 ミ ガキ ピ ッ ト内

住2 1 7  H 杯 14.4 5 6 4 6 2 
3 e ④ 粗 底部一糸切 ミ ガキ

2 18 H 杯 13.4 6.8 4.4 8 
5 d @  良 底部一糸切

2 1 9  S 壺 7. 0 1 I j 優 高
自

台
然

付
釉4 j 

220 S 壺 10. 6 万1 � h 良 高台付

22 1 S 空-
4 
3 

J J 良 高台付

（表 9 -8)
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土出 図 種 器 法 罰 (cm)

地
点

番方c 種 口 径 底径 器高

222 H 甕 1 3. 5 

223 H 甕 12. 7 6. 8 12 7 

224 H 甕 14 . 8 

225 H 甕 6. 0 

226 H 甕 7. 6 
地

227 H 甕 3. 0 
点

228 H 甕 18  6 

229 H 甕 24 0 
1 3 

230 H 甕 24. 0 
万、コ

231 H 甕 24 8 
住

232 H 甕 23. 2 

233 H 甕 26. 6 

234 H 甕 24 6 

235 H 把手

236 s 坪 13.  0 5 6 

237 S 杯 1 3. 0 6. 0 3. 4 

238 K 婉 6 4 

239 S 壺

240 s 空． 7. 6 

24 1 s 空= 6 8 
地

242 s 甕 46 8 
点

243 s 甕 46 4 

244 H 坪 7. 9 
12 

245 H 杯 12  0 6 0 4 . 2 
弓ロ

246 H 杯 1 3. 0 6 D 3. 9 
住

247 H 杯 13 . 8 6 8 5 1 

248 s 杯 1 3. 4 7. 7 4 . 2 

249 H 均 12. 0 

25( H 坪 10 6 

251 H 鉢 28 4 

遺 色 調 焼

存 外 内 成

5 
1 

4 
1 

4 
1 

万1 

2 
1 

完

4 
1 

5 
1 

8 
1 

5 1 

す1 

8 1 

4 
1 

完

5 
6 

2 
1 

4 
1 

3 
4 

完

2 
3 

6 I 

8 I 

完

2 
I 

4 
3 

完

2 
1 

1 
4 

3 
1 

4 I 

e b 

e e 

e b 

e e 

b C 

b b 
C 

e e 

d d 

d b 
d 

C a 

d e 

e C 

e e 

良

粗

良

優

良

粗

粗

良

良

良

良

粗

粗

d d 良

h h 粗

h h 良

g g 良

m m 優

j h 良

I j 良

h h 良

j j 良

e ⑧ 良

e ⑧ 良

a 
d ® 良

e ® 良

I . I 粗

a ® 良d 

a ® 良d 

e d 良

成 形 調 整 施 文
備

外 面 内 面

カ キ 目 カ マ ド

底部一糸切 カ マ ド

磨耗

底部一糸切 カ マ ド 内

底
底

部
部

付近静ー ケ ズ リ 内外面 に 黒斑
一 止 ケ ズ リ カ マ ド 内

ケ ズ リ ハ ケ

頸部下 ヨ コ 方向 ケ ズ リ 武蔵型 カ メ

カ キ 目
カ マ ド

横 ヒ° ッ ト

ナ デ カ マ ド

カ キ 目 カ マ ド

ハ ケ

カ キ 目

ケ ズ リ カ キ 目 カ マ ド

底部一糸切

底部一糸切

底部一回転 ケ ズ リ 施釉

高台付

底部一回転 ケ ズ リ 高台付

平行タ タ キ → ロ ク ロ
ナ デ

ミ ガ キ 高台付

底部一糸切 ミ ガキ

底回転
部～ 周縁

ケ ズ リ ミ ガキ

底転
部～ 周縁

回 ケ ズ リ （糸切） ミ ガ キ

底部一糸切

底静部
止

～ 周縁
ケ ズ リ ミ ガ キ ビ ッ ト 内

ミ ガ キ カ マ ド横
ピ ッ ト

ケ ズ リ カ キ 目 内外面黒斑

（表 9 - 9 )
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土
出 図 種 器 法 量 (cm ) 遺

地
点

番弓ロ 別 種 口径 底径 器高 存

25, H 甕 13 . 4 6 1 

D 252 H 甕 I I .  0 3 
1 

地 25� H 甕 13 . 8 5 
1 

点" 25E H 甕 13 . 2 3 
1 

12 25E H 甕 20 0 4 
1 

号 257 H 甕 23. 0 8 
1 

住 25E H 甕 24 4 5 
1 

259 H 甕 26 0 6 
1 

26(〕 s 坪 13. 2 6. 0 3. 4 3 
1 

261 S 杯 13. 6 6. 2 3. 2 完

262 S 坪 12 2 6. 2 完

263 s 均 8. 7 4 
1 

264 S 蓋 2 
1 

265 S 蓋 2 
1 

266 S 甕 23. 4 3 
1 

D 267 S 壺 2 
1 

地
268 S 壺 2 

1 

点
269 H 皿 1 2. 4 4 

1 

270 H 皿 1 5  6 6. 5 2 6 2 
1 

271 H 皿 1 5  4 4 
5 

14 
一

3
1 ， 272 H 杯 14. 3 7. 3 5 7 

方ロ

273 H 杯 16. 8 3 
1 

住 274 H 杯 6 3 3 
1 

275 H 杯 1 3. 0 4. 8 4 4 5 
1 

276 H 甕 1 2. 6 3 
1 

277 H 甕 1 2. 5 6 5 1 3. 5 完

278 H 甕 10 .  4 8 
1 

279 H 甕 5 5 完

280 H 甕 6. 4 完

281 H 甕 13 . 8 4 
1 

色 調

外 内

e b 

e b 
e 

e C 

e b 

e e 

C C 

C 
C 
e 

C C 

j j 

h h 

h h 

j j 
m J 
h m 

m m 

j J 
I . 
J . 

J 

j h 

® ® 
e ⑥ 

e ⑧ 

e ⑥ 

e ⑥ 

® ® 
e ⑥ 

e e 

d d 

b C e 

e e 

e e 

e e 

焼

成

良

良

良

良

良

良

良

良

良

粗

粗

良

粗

良

良

良

粗

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

成 形 調 整 施 文
備

外 面 内 面

カマ ド横ピ ッ ト

カマ ド横ヒ°ッ ト

カ キ 目

カ キ 目 カマ ド横ヒ°ッ ト

カ キ 目 カマ ド横ヒ°ッ ト

底部一糸切

底部一糸切 磨 耗
カ マ ド

底部一糸切

底部一糸切 高台付

回転ケ ズ リ

回転ケ ズ リ

カマ ド及び周辺

ミ ガキ ミ ガキ

底部一糸切 ミ ガキ 高台付

底部一糸切 ミ ガキ 高台付

ミ ガキ 高台付

高台付

ミ ガキ ミ ガキ 高台付

底部一糸切 ミ ガキ 輝
斑

口縁に黒

頸部下 ヨ コ 方向 ケ ズ リ ナ デ 武蔵型甕

頸
底

部
部

下ー カ キ 目
一糸切

底部一糸切

底部一糸切

（表 9 -10)
- 1 28 -
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塵 図 種 器 法 量(cm) 遺

贋
番

別 種 口径 底 径 器高 存

14 282 H 甕 22 4 6 
1 

4 
1 住 283 H 甕 2 4  6 

284 s 均 13.0 6 0 3.8 完

285 S 杯 12 . 6 1 
4 

ね86 S 杯 12 6 6. 0 3.4 4 
1 

287 S 杯 13.2 5 6 4 . 5  8 
5 

288 S 杯 1 3.4 4 I 

4 
1 289 S 杯 9.8 

地
290 S 壺 2 

1 

点
291  S 壺 10. 2 4 

1 

292 S 壺 15 0 4 
1 

1 5  
4 l 293 H 切 1 7.2 

弓C, 

3 
1 2 94 H 杯 14 . 6  7.2 4. 3 

住

4 
1 295 H 杯 5 8 

2 96 H 甕 7. 2 2 
1 

2 97 H 甕 24.6 万
1 

298 H 甕 22 0 2 
1 

299 H 甕 21 4 4 I 

D 300 S 蓋 16. 7 3 6 4 
3 

讐 30 1 S 杯 12. 4 f2 
! 30 2 H 杯 10 . 0 6 . 0 3. 3 2 I 

30 3 H 甕 2 1  3 1 
す

304 H 甕 20 . 4  9. 0 2 ］ 

305 S 杯 7.5 3 
1 

D 306 H 杯 1 1  4 完
地

＇ 上3 点 30 7 H 杯 16.0 7. 0 

308 H 甕 25 2 4 
1 

検 30 9 H 甕 2 3  8 4 I 

5 I 310 H 甕 18. 0  
面

31 1 H 甕 2 3. 0  5 
1 

色調

外内

C b 

C C 

h h 

J j 

m m 

I i 

J J 
m 

J j 

焼

成

良

良

良

良

良

良

良

粗
I 

j 優J 

J j 

J h 

『 ⑧
d @ 

d @ 

b a 

d b 

1 
b 

d b 

1 . .  1 

m m 

e e 

e e 

b b 

良

優

良

粗

良

粗

良

粗

良

良

優

良

良

良

h h粗

d ® 
f b 

d d 

e e 

e e 

良

良

良

良

良

b b 粗d 

成 形 調 整 施 文
備

外 面 内 面

ケズリ カ キ目

底部一糸切 カ マド

． 底部―糸切

底部一糸切 内外面黒斑有

底部一糸切

高台付

高台付

高台付

高台付

ミガキ

底部一 静 止ケズリ ミガキ

底部一糸切 ミガ キ

庭部一糸切

カ キ メ カマド 周辺

ケズリ カ キ メ →ハ ケ

ケズリ カ キ メ

つまみ部一 回転ケズリ

ナデ→静 止ケズリ ミガ キ ロクロ未使用

ケズリ カ キ メ

ケズリ ナデ 堀 り込み 遺構

高台付

ミガキ ミガ キ 高台付

底部
転～ 周縁リ回 ケズ ミガ キ

ケズリ ま も う

ナデ

カ キ メ

ケズリ 底部近 く ー ナデ

（ 表 9-1 1)
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図78 D 地点 8 号住出土土器
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(2) 金属製品 （ 図 86 )

青銅製 品 で は 丸輌、 鉄製品 で は 紡錘車、 刀 子、 錐 な ど が出 土 し て い る 。

丸柄 ( 1 ) : 縁辺部が欠損 し て い る た め全形 は 明 ら か では な い が、 楕 円 形状の丸鞘 に な る も の と

思 わ れ る 。 厚 さ 1.5 mm と 薄手 に 出 来 て お り 無文であ る 。

紡錘車 ( 2 ) : 径 5 .2 cm 、 厚 さ 4mm の紡錘車 に 、 径 6 mm の軸部が中心か ら 上下に伸びて い

る 。 軸部は ほ と ん ど 欠損 し て い る 。 紡錘車 は ほ ぼ完形であ る が、 縁辺部 に 腐蝕がみ ら れ る 。 軸部

が接続す る 部分 は 錆 に よ る 盛 り 上が り がみ ら れ る 。 重 量は 43, 2 g であ る 。

刀子 ( 3 ) : 腐蝕の た め 刀 子の先端部か ら 中 央部 に か け て 欠損がみ ら れ る 。 辛 う じ て 残 っ た 基部

と 柄部 も 腐蝕が進 ん で い る 。 刀部の 断 面は 厚 さ 5 mm の楔形、 柄部は 厚 さ 2mm の長方形 を 呈 し

て お り 、 作 り は 薄 手 で あ る 。

錐 ( 4) : 先端部 と 頭部 は 欠損 し 、 残存部分 は 腐蝕の進行が著 し く 、 実体の倍程度の大 き さ に ま

で膨 ら ん でい る 。断 面は 頭部で厚 〈 、 先端 に 近づ く に し た が っ て 薄 〈 な っ て お り 、 現存 し て い る

先端部の形状か ら 考 え る と 、 本 来 は 、 か な り 鋭 い錐先 を 有 し て い た も の と 思わ れ る 。

鉄製品 ( 5 - 9 )  : 上記 さ れ た 以外 に 、 現状で 「 L 」 字状に 屈 曲 す る 断 面方形の棒状製品 ( 5 ) 、

扁 平 な槍先状 を な す 製 品 ( 6 ) 、 断 面が丸 く 釘状 に な る と 考 え ら れ る 製 品 ( 7 · 9 ) 、 断 面が半 月 形

状の棒状製 品 ( 8 ) な ど の 出土 がみ ら れ る 。 い ず れの鉄製品 も 欠損部分が 多 い上 に 、 残存部分は腐

蝕が進ん で い る た め 品種の 判 断は 困難であ る 。 （ 田 中 寿 賀 子）

(3) 瓦 （ 図87 - 94 )

D 地点で多量に出 土し た他に、 B 、 C 地点において も遺構に伴い少 量が検 出され、 軒 丸瓦 3点

軒 平瓦 1 0点、 丸瓦 23点、 平瓦 1 7 0点を数え る。 地点、 遺構別の出 土状況は表 11 を参照 されたい。

以下項目別に概容 を述 べるこ ととする。 なお瓦 当文 様について は次章に詳述 されて いる。

平瓦桶巻 き 作 り

軒 平瓦 8 の凹 面には模骨 痕とともに粘 土紐巻 き上げの痕跡 が残されて いる。 粘 土紐 は巾4 cm

内外で9 -1 0巻 きされるもので、 叩 き成形の後4 分割 し 、側 面にケズ リ調整を加 えて いる。粘土

板巻 きつけによる桶巻 き作 りは確認されない。

平瓦一枚作 り

平瓦 1 7 の凹 面には模骨 痕が存在せず 、側 面、端 部が若干 の降起 を有 し 凸型による一枚作 り によ

るものと思われる。 凹 面には布目とともに粘 土板作 成の際 の糸切り痕が残されて いる。 側 縁・ 端

部はナデにより調整されて いる。

丸瓦成形

丸瓦 6 の凹 面には布目とともに粘土板作 成の際 の糸切り痕が残されて おり、 粘 土板巻 きつけに

よる成形であるものと思われる。 2 分割 の後、 側 面にケズ リ調整を加 え て いる。
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平瓦凸面の成形痕

成形の際 の叩 き 痕には次 の4 種が認め られる。

縄叩 き 目 太 さ2 - 3 mrn の縄 を巻 いた 叩板 による。出土資料 の大多数を占め る。

太縄叩 き 目 太 さ5 mm 以上の縄 を巻 いた 叩板 によるn (36 -39) 総 数5点

格子叩 き 目 格 子刻 みの叩 き 板 による。(40 -45) 総 数 7 点

平行叩 き 目 平行刻 みの叩 き 板 による。(46 • 47) 総 数 5点

調整痕としては板 状工具 によるナデ調整が少 数認め られるが、 未 調整を一般とする。

丸瓦凸 面の成形・ 調整痕には、縄叩 き 目 ( 4 ) と、叩 き 成形後のナデ調整 ( 5 • 6 ) が認め られ る。

焼成

還元焔 焼成によるものと酸化焔 焼成によるものとが存 在する。前者 には須恵質で極め て硬質な

自 然釉のかかる例 が存 在する。後者 でも土師質の軟質なものはわずかであり、 硬度においては前

者 に劣 るものではない。両者 とも窯 体を異 にするものとは考 えられない。還元焔 焼成によるもの

には、 表皮 がひ び割 れてパ ソ 皮 状を呈するものと、 亀裂 を伴い変 形した ものとが含 まれている。

また 、 軒 平瓦 (14) は焼成途 上に瓦 当 が剥 離し、 接合 面に窯滓 を付着 させ た 例 である。この他に焼

成の際 に3枚 分の平瓦 が窯 着 した 例 も出土しており、 焼損 じ 品と考 える根拠 となっ ている。

軒瓦の瓦当

軒 平瓦 の瓦当 の形成に関しては3 種の技 法が認め られる。

① 直線顎 ( 7 ·14 -15) 瓦 当 の接合 に際 し、 凸 面に13 -15 cm 巾で粘 土をはりつける。

② 段顎 ( 8 -12) 瓦当 の接合 に際 し、 7 cm 巾で粘 土をはりつけ、 明瞭 な段を形成している。

③ 曲線顎 (16) 平瓦広端 部を凸 面側 に折り曲げて瓦 当 を接合 する。

瓦当文 様は① 、 ② が同箔 の偏行唐草文 によるものであるが、 ③ は一点のみの出土であり文 様は

確認されていない。た だし、 田 中窯址 出土資料 （米山 1978) に③ と同様の技 法が存 在し、 瓦 当 が均

正唐草文 により飾 られる可能性が高い。① 、 ② に関しては瓦 当 の接合 成形の後の側 面調整が異 な

り、① が側 面を削 らずにナデにより曲線的に仕 上げるのに対し、 ② は瓦 当 文 様の界線に沿 っ て削

り直しを行 い直線的な側 面を形成しているものである。また接合 においては平瓦広端 部に刻 み目

を施した もの ( 9 -12 •  15) と、 刻 みの認め られないものとが存 在する。

① 、 ② は同箆 の瓦当文 様を有しながらも、 成形・ 調整においては歴然とした 技 法の違 いが認め

られるものであり、 善光寺境 内より出土した ものは① と同一技 法によることが確認でき る。

軒 丸瓦 に関しては、 丸瓦広端 部に刻 みを加 える手 法 ( 1 • 3 ) が軒 平瓦 と共通 してみられる。

各 地点における遺構別の出土状況は表1 1 にまとめ た が、 遺棄 のされ方も含め て、必 ずしも一 様

ではなく、 集落 内へ瓦 が持ち運ば れる要因 についてはいくつかの状況が設定 でき よう。特にD地

点においては、 瓦 を転用 している例 がなく、 遺棄 された ものに製 品化以前の段階 による焼損 じ 品

が含 まれる点注意 を要する。近隣 に存 在すると思われる瓦窯址 と集落 とに有機 的関連 が予 想 され

るところであり、 瓦 にみられる複 数の製作技 法とともに今後の検討を期 した い。 （青木和明）
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表10 平安時代金属製 品 観察表
（図86)

青

銅

鉄

製

品

図 長 さ 幅 厚 さ 重量
番 器 種 出 土 遺構 備 考
ぢロ (cm) (cm) (cm) ( g )  

1 丸 執 ( 2  3 )  ( 2. 8) 0 .  1 5  3 .3 D地点
方ロ 縁辺部欠損14 住居

図 外径 軸径 厚 さ 長 さ 幅 重量
番 器 種 残 存 状 態 出 土 遺 構 備 考方Cコ (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) ( g )  

2 紡錘車 5 2 0 . 6 0 , 4 42. 3 形
車の部分はほぼ完 D地点 2 号住居 軸部は欠損

3 刀 子 ( 0 . 5) (24 . 1) 2. 6 76. 2 D 地点 15号住居

4 錐？ ( 0 . 9) (16. 8) (0. 95 ) 83 .3 先端部は欠損 D地点 14号住居

5 ？ ( 0 . 8) (29. 5) 0 .  8 80. 7 D地点 14号住居

6 ？ 0 . 3 ( 1 1 .  0 )  2 3 32 3 B 地点 15号住居

7 ？ C 0 . 8) ( 1 1 .  1 ) co. 95) 23 . 5  D地点 12号住居

8 ？ ( 0.4) C 5 6 )  ( 1  0 )  8.4 D地点 14号住居

， ？ ( 0 . 6 )  ( 4 . 9) (0. 6 )  1 1 . 6 D 地点 13号住居

表 1 1 遺構別、 瓦出土状況

丸 瓦 平 瓦
出 土 遺 構

ナ デ 縄 叩 縄 叩 太縄叩 格子叩 平行叩 ナ デ

B 地点 21号住 2 (2) 

C 地点 溝 2 (1) 

D 地点 5 号住 3 2 1 (1) 
’’ 7 号住 2 1 

/I 8 号住 4 (1) 2 (1) 
’’ 9 号住 10 (6) 1 1 (1) 2 
” 10号住 2 

II 1 1 号住 1 (1) 9 (4) 

// 12号住 7 (4) 1 (1) 
,, 13号住 6 (3) 23 U3) 1 1 3 (3) 
II 14号住 4 (2) 3 1 (1) 5 (1) 
II 15号住 3 (1) 1 3 (1) 
" 検出面 9 ( 5) 73 00) 3 1 (1) 

合 計 22 UO) 1 143 (64) 5 7 (2) 5 ( 5) 10 (3) 

注）

・ 丸瓦分類は表面調整
• 平瓦分類は裏面調整
• 数字は個体総数
. ( ) 内 は還元焔焼成個体
• 明確に軒瓦 と 認め ら れた

も の は除外 し た 。
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表12 瓦観察表

名 図 瓦 当 丸 瓦
番 焼 成 成 形 ・ 調 整 • そ の 他 出 土 遺 構

称 万ロ 径(crri 厚臼 厚は

軒 1 16. 1 1.7-2.5 (1. 4) 酸化焔 円 弧状接合 、 丸瓦端部刻み 。 C 地点溝

丸 2 0 5. 2) 1.3-1.8 還元焔 円 弧状接合 、 丸瓦凹面布目 、 焼 き 歪み あ
り 。 D 地点14号住

瓦 3 1.5-1.6 還元焔 丸瓦端部刻み 、 凹面布目 、 焼 き 歪み あ り。 D 地点検出面

名 図 瓦 当 平 瓦
番 焼 成 成 形 ・ 調 整 • そ の 他 出 土 遺 構

称 号 巾(cni 厚は叫 厚臼

7 29 2 5.6-6.0 1.7-3.4 酸化焔 縄叩 き 平瓦 、 両側面削の ち ナ デ、 直線顎。 D 地点検出面30.8 
8 5.8-6.0 1.7-26 酸化焔 縄叩 き 平瓦 、 両側面削 り 、 段顎 、 未使用。 床D 面

地点 5 号住
軒

1.8-2.2 酸化焔 縄叩 き 平瓦 、 端部刻み 、 段顎 、 瓦当一部残存。 D 地点検出面

10 1.8-2.2 還元焔 縄叩 き 平瓦 、 端部刻み 、 段顎 、 両側面削 り。 D 地点検出面

11 2.2-2.4 還元焔 焼
縄叩

き 歪き平
み

瓦あ 、

り 。
端部刻み 、 段顎、 両側面削 り 、

1
D
2号地点住11号住 、

平
12 2.5-2.9 酸化焔 縄叩 き 平瓦 、 端部刻み 、 段顎、 両側面削 り。 D 地点11号住

13 (5. 6) 酸化焔 瓦 当 接合面削 り 。 D 地点13号住

14 2.4-2.7 還元焔 即焼 き時歪平み
瓦あ、

り
直
、 瓦

線顎
当面

、
残両側

存
面。 削の ちナデ、 D 地点 9 号住

床面瓦
15 1.7-2.0 酸化焔 縄叩 き 平瓦 、 端部刻み 、 直線顎。 D 地点検出面

16 1.6-2.2 還元焔 縄
自然

叩
釉

き
。
平瓦 瑞部祈 り 曲げ接合、 側面削 り 、 D 地点検出面

名 図 焼 30 1.5-1.7 酸 側面削 り D地点検出面
番 厚臼 成形 ・調整 • その他 出 土 遺 構 縄

称 ぢ、コ 成 31 1.3-1.6 遠 側面削 り D地点検出面
凸
布

面

目
縄叩き 、 裏面 叩

4 1.8-2.2 酸 D地点1 瑛用： 32 1.4-2.0 還 側醐I] り 、 自然釉 D地点検出面
丸 き

5 1.1-1.2 酸 -1回 ナ デ、 異曲布 D地点1 1号住 33 1.6-1.8 還 恨鰯lj り 、 自然釉 D地点l蝉
瓦 _� , 回 ナ プ 、 裏面布 1仕0 地床面

点 5 号 平
6 1.4-1.8 酸 34 1.6-1.8 還 恨廂測 り、 自然釉 D地点13号住

！得i;i�iぷ
瓦

17 1.8-3.4 還 D地点13号住 35 1.8-2.1 酸 端部削 り D地点1嗚住

18 1.5-2.8 酸 側面削 り D地点8 号住 太 36 1.5-1.8 酸 D地点13号住

縄 19 1.7 -1.8 酸 側面削 りの ち ナ デ D地点 9号住 縄 37 1.7-1.9 酸 D地点 9号住叩
20 2.1-2.3 酸 側面削 り の ち ナデ D地点l鱗 き 38 1.0 -1.3 酸 D地点検出面平

叩 21 1.6-2.0 遠 側面削 り の ち ナデ D地点 9号住 瓦 39 1.4 -1.7 酸 側面削 り D地点検出面

22 1.8 -2.3 還 側面削 り 、 自然釉 D地点l痺 40 1.5-2.1 還 焼
側届

き
削
歪み

り 、あ自
り

然釉 D地点 8 号住

き 23 1.3 -1.7 酸 側面削 り の ち ナ デ D地点 5 号住 格 41 1.6-1.8 酸 側面削 り D地点l痺

24 2.0 -2.5 酸 側面削 り D地点l嘩
子
叩 42 2.6-2.8 酸 D地点8 号住

平 25 1.7-2.1 酸 側面削 り D地点1鱗 き 43 1.5-2.0 酸 端部削 り D地点14号住
平

26 1.7-2.1 酸 側面削 り D地点11号住 瓦 44 2.0-2.2 酸 D地点14号住

瓦 27 1 .3-1.6 酸 側面削 り D地点13号住 45 2.5-2.7 酸 側面削 り D地点14号住

28 1.3-1.9 還 側
み

面
、

削
自然

り
釉

、 焼き 歪
D地点13号住 胃 46 1.3-1.5 還 側面削 り 、 凸面 D地点9号住ナ デ

29 2.4-2.6 酸 i且凸
皿
面

］
ナ
削

デ
りの らナデ、

D地点9 号住 叩 47 2.5-3.9 還 側面削 り ？ D地点13号住
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図 9 1 D 地点 出 土軒平瓦(4 ) 、 平瓦(1)
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6 平安時代 ～ 中 世

( 1 ) 土 器

①土師器 坪 、 高台付坪、 高台 付 皿、 甕、 羽 釜 、 耳 皿、 す り 鉢があ る 。

杯 内面黒色処理 さ れず未調整の ま ま の も の が大 多数であ る が、 黒色処理 さ れ る も の も 少数認

め ら れ る 。 底部はすべて 回 転糸切 り の ま ま 未調整で あ る 。 片 口 を 作 り 出 し て い る 坪 33が 1 個

体あ る 。 法 量か ら 次の よ う に 分類 し た 。

A1 器 高が 2 - 3 cmで 口径 が 9 - 1 1  cmの も の ( 1 - 4 · 26 · 34 · 35 · 41 · 63 · 69- 74 )  

A2 器 高が 3 - 6 cm で 口径か 11 - 13cmの も の (25 · 27 · 40 · 62) 黒色処理 さ れ る も の (36 · 64 )

A3 器 高が 6 cm以 上で 口径 1 3cm以上の も の ( 5 )

高台付杯 内面黒色処理 さ れ な い も の と 黒色処理 さ れ る も の があ る 。 C 類 は 1 号土城 の み か ら

検出 さ れ て い る も の で形態的に 異質 と 言 え よ う 。 法 量か ら 次の よ う に 分類 し た 。

A 口径が 12cm以 下で、 底部の 立 ち あ が り か ら 口縁部 ま で直線的 に 開 く か 、 口縁 端部が外反す

る も の ( 6 · 75) 黒色処理 さ れ る も の ( 7 · 47)

B 口径が 12- 1 6 cmで、 底部の 立 ち あ が り か ら 口縁部 ま で 内弯ぎ み に 開 く か 、 口縁 端部が外反

し 婉形の も の (lo · 11 · 14 · 2s) 黒色処理 さ れ る も の (12 · 15 · 65)

C 内面黒色処理 さ れず 、 口径が 12- 1 6 cm で 、 底部の 立 ち あ が り か ら 口縁部 ま で直線的 に 開 き 、

ロ 縁 端部がやや外反す る も の (54 -58)

高台付皿 口縁部 ま で ま っ 直 ぐ に 伸 びて い る も の (17) と 口縁部が 内弯し て い る も の (18) があ

る 。

甕 口縁部が長 く 、 〈 の 字状 に 外反 し て い る も の (21) と 口縁部 か 内傾 し て い る も の （ こ の破片

では わ か ら な い が、 羽 釜か も し れ な い ） (53) があ る 。

羽釜 口縁部が直立 し 、 鍔かやや上 に あ か る も の (22) と 口縁部がわ ず か に外反 し 、 鍔 が平行の

も の (23) と 口 縁部が 内傾 し 、 鍔が太 く な る も の (24) があ る 。

耳皿 内黒で 高台付であ る 。 (66)

す り 鉢 内面口縁 端部 に 波状文があ り 、 内面に 5 本条 線 に よ る 刻 み が あ る 。 (19)

② 灰釉陶器 高台 付の婉の底部 (16) と 広 口 壺の 口縁部 (68) があ る 。

③ B 、 D 地点 と の比較

C 地点 出 土の 土器 は 、 坪 を 中 心 と し た 土師器 に よ り 構成 さ れ、 そ こ に 灰 釉 陶 器 と 須 恵 器の大形

甕の 口縁部破片 （図示 し て な い ） が伴 う も の であ る 。 土師器 は 、 杯、 高台 付坪 、 高台 付 皿、 甕 、 羽

釜、 耳 皿、 す り 鉢 と 種類が 多 い が、 全体の 8 割 は 坪類 に よ っ て 占 め ら れ る 。

B 、 D地点の平安時 代土器 と 比較 す る と 、 坪 は 器 高が低 く な り 小形化が 目 立 ち 、 中 世の か わ ら

け に 類似 し て い る 。 内面黒色処理 さ れ る も の が減少 す る 。 底部 は 回 転糸切 り に よ る 切 り 離 し の ま

ま で調整は み ら れ な い。 高台 付 杯は 大形化 が 目 立 ち 、 内面黒色処理 さ れ る も の が 多 い。 高台 付 皿
- 161 -
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は 内 面 黒色処理 さ れ な い も の だ け と な り 、 高 台 は ハ の字状 に 開 き 、 高 台 の 器高が高 い。 坪、 高台

付坪 、 と も に 法量 に 多様性が認め ら れ る こ と が特色 と し て 考 え ら れ よ う 。 甕は 2 点 の み の 出 土 で

あ る が、 羽 釜 が こ れ に 代 わ っ て 登場 し て い る 。 須恵器は 1 点 の み の 出 土 で あ り 、 同 時期 に は消減

し て い く 時代 と 考 え ら れ よ う 。

灰釉陶器 (16 ) は 高 台 付坪 の婉の底部であ る 。 内外面灰 白 色 で底部は 回転糸切 り の の ち 高 台 を 付

け た 。 回 転 糸切 り に よ る 切 り 離 し の ま ま で回 転 ケ ズ リ に よ っ て 調整 さ れ て い な い こ と 、 無釉 であ

る こ と な ど か ら 折 戸 53 号窯式以降の 『 白 歪 系 陶 器』 の可能性が考 え ら れ る 。

以上に よ り 、 C 地点 は 、 B 、 D 地点 よ り 年代的 に 下降 す る も の で あ り 『 白 歪系陶器』 の 伴 出 か

ら 、 11 世紀代以降の年代が考 え ら れ よ う 。 （ 中 殿章子）

閉 図 種 器 法 量 (cm)
地 番
点 号 別 種 口径底径器高

I H 杯 9.2 3.6 3 0 

2 H 杯 10. 5 4.6 3 .  0 

3 H 均 10. 0 4 .2 2 . 8 

4 H 杯 10. 2 4 .  5 3 .  1 

5 H 杯 13. 7 4.2 6 .  7 
地

6 H 杯 I I. 0 

7 H 切 1 1 . 2 6.2 4 . 4  
点

8 H 杯 6.8 

9 H 杯 6 . 9  
1 

10 H 杯 14. 9 

1 1  H 杯 14.6 6 8 6. 1 
号

12 H 切 14.0 

13 H 杯 7.4 
住

14 H 杯 15 .0 

15 H 杯 15.3 

16 K 婉 5.6 

17 H 皿 13 .8  7.0 3.5 

18 H 皿 1 1. 0 

1 9  H すり鉢 2 9.0 

20 H 甕 12.6 

遺

存

8 I 

完

2 
1 

完

1 
5 

3 I 

1 
百
2 
百
1 
2 
3 1 

6 
1 

4 I 

2 
3 

4 
3 

万1 

4 
1 

l 
万

万1 

8 
1 

2 
3 

表13 C 地点平安時代土器観察表

色調

外内

e e 

b b 

e e 

e e 

e e 

b e 

e ⑧ 

e ⑥ 

b b 
e e 

e b 

e e 

b ⑧ 

e e 

b b 

e ⑥ 

h h 

e e 

e e 

h h 
e e 

b b 

焼

成

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

成 形 調 整 施 文

外 面 内 面

底部一糸切

底部一糸切

底部一糸切

底部一糸切

底部一糸切

底部一糸切

ミガキ

底部一糸切 ミガキ

底部一糸切

底部一糸切

底部一糸切 ミガキ

底部一糸切

底部一糸切 ミガキ

底部一糸切 ミガキ （放射状）

底部一糸切

口
5 本縁波条線

状文
による 刻み

⑧― 黒磨 b —黒褐 C 一灰褐 dー黄褐 e —赤褐 f —赤 g ―灰 h —灰白
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備

高台付、 剥離

高台付

高台付

高台付

高台付、 剥離

高台付

高台付 、 剥 離

高台付

高台付、 剥離

高台付、 剥 離

高台付

高台付

（表13- 1)
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嬰 図 種 器 法 量 (cm)

贋 方口 別 種 口径 底径 器高

C 2 1  H 甕 20. 6 

贋 22 H 羽釜 1 6.2 

1 23 H 羽釜 20. 8  : 24 H 羽 釜 24.4 

25 H 杯 12. 8 6. 0 3. 7 

C 2 6  H 坪 1 9. 6  4. 0 3.0 

地 27 H 杯 12. 8 5.0 4.0 

点 2 8  H 杯 14.0 6. 8 6.0 

2 9  H 杯 15. 4 

2 30 H 杯 13. 0 

方ロ 3 1  H 杯 9.0 

住 32 H 杯 6. 6 

33 H 杯 12. 1 5.0 4.3 

34 H 切 8. 8 3 0 2. 2 
C 
地 35 H 杯 9 6 4. 2 2. 6 

点 3 6  H 杯 13.0 4. 6 4. 1 

3 37 H 杯 14. 0 

方ロ 3 8  H 杯 12.0 
住

3 9  H 杯 7.4 

40 H 杯 1 1. 3 4. 8 5.3 

C 4 1  H 杯 9.4 4.4 3. 2 

地
42 H 況 5.2 

43 H 杯 4 . 6  
点

44 H 杯 3.4 

45 H 杯 14.4 

1 
4 6  H 杯 13.0 

47 H 杯 9.6 5.4 4. 6 

4 8  H 牙 5.8 

溝 4 9  H 杯 7. 6 

50 H 杯 6.0 

遺

体

8 
1 

8 
1 

4 
1 

6 
1 

1 
2 

4 
1 

1 
4 
I す

8 
1 

2 
1 

4 
1 

1 
4 

完

'=' 
フ

完

6 
1 

4 
1 

4 
1 

完

立
4 

4 
I 

完

-=-
フ

完

4 
1 

1 
万

4 
1 

2 
1 

完

完

色調
’ ’ ’ 

外 内

b b 

e e 

e e 

e e 
b b 
d d 

d d 

b b 

b b 

! @ 

e e 

d d 

d @ 

b b 

f f 

b b 

d @ 

b @ 

b b 
C C 

d @ 

d d 

d d 

d f 

d d 

d d 

b ⑧  

d d 

d @ 

e ⑥ 

d @ 

d d 

焼

成

良

良

良

良

粗

粗

粗

粗

良

粗

粗

良

粗

粗

粗

粗

粗

粗

粗

良

粗

良

粗

粗

良

粗

良

良

良

良

成 形 調 整 施 文
備 考

外 面 内 面

底部一糸切

底部一糸切

底部一糸切
ミ ガキ ミ ガキ 高台付底部一糸切
ミ ガキ ミ ガキ

ミ ガキ ミ ガキ 高台付
ミ ガキ ミ ガキ 片 口底部一糸切

底部一糸切 内面 タ ー ）レ
状付若物

底部一糸切

ミ ガキ ミ ガキ

ミ ガキ ミ ガキ 外
状

面
付

タ ー ル
着物

溶滓付着

高台 付

底部一糸切

底部一糸切

底部一糸切 ミ ガキ

底部一糸切 内外
状

面 タ ー

）レ 付着物
底部一糸切

ミ ガ キ 外
状付

面 タ ー ル
着物

内外
状

面 タ ー
ル 付着物

底部ーナ デ ミ ガキ 尚
内 面

台付
タール状

底部ー ナ デ ミ ガ キ 高台付

底部ーナ デ ミ ガキ 高台付

底部ー ナ デ

（表 13-2)
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型 図 種 器 法 屈 (cm)

贋 号 別 種 口径底径器高

1 
5 1  H 古向 ム口

号 52 H 向古 ム口 10 4 

53 H 甕 19 6 

C 
54 H 杯 15.2 6. 6 5. 1 

地 55 H 杯 14. 1 7. 1 5.3 

点 56 H 杯 14.4 7.2 5 3 

57 H 坪 15.0 7 4 5.2 

1 58 H 杯 15.2 
可ロ 5 9  H 杯 8.2 
土

60 H 杯 7.2 

6 1  H 杯 7.3 

C 62 H 杯 10. 1 4. 7 4.6 

地 63 H 切 9.8 4.6 3. 0 
点

2 64 H 杯 12. I 5.0 4.4 
弓Cコ

65 H 杯 14. 1 土
砿 66 H 耳皿 5. 7 3.6 

3 号67 H 杯 7.2 埠
68 K 壺 24. 2 

6 9  H 杯 8. 9 4.3 3. 0 

C 70 H 切 9.4 5.6 3. 1 

地 7 1  H 杯 10. 2 5.0 2.8 

72 H 財 10 2 4.3 2.2 

73 H 杯 1 1. 0 4.5 2 . 8 

74 H 杯 9.3 3.8 2.8 

75 H 杯 9. 7 5.4 2.8 

76 H 杯 5.6 

出 77 H 杯 7.2 

78 H 杯 6. 6 
面

7 9  H 百向 ムロ 7.2 

80 H 古向 ム口 9 6 

遺

体

2 1 

4 I 

5 
1 

3 
1 

3 
1 

3 
1 

8 I 

6 
1 

3 
1 

2 
1 

完

百
1 

6 
1 

2 I 

百
1 

3 
4 
立
4 

8 I 

万I 

2 I 

完

3 l 

3 
1 

4 
3 

2 
1 

2 
1 

2 
3 

2 
1 

3 
1 

l 2 

色 凋

外 内

b b 

b b 

b 
d d 

e e 

e e 

e e 

e e 

e e 

e e 

e e 

e e 
a e e 
e e 
a ® e 
a ® e 
e ® 
e C 

g g 

e e 

e e 

e e 

e e 

e e 

e e 

e e 

e e 

e ⑥ 

b @ 

b b 

e e 

焼

成

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

成 形 調 整 施 文
備 考

外 面 内 面

内 外
状

面 タ ー

ル 付着物
内 外

状
面 タ ー

ル 付着物

底部一糸 切 高台付

底部一糸切 高台付

底部一糸切 高台付

底部一糸切 高台付

底部一糸切 高台付、 剥離

底部一糸切 高台付

底部一糸 切 高台付

底部一糸 切 高台付

底部一糸切

底部一糸切

底部一糸 切

底部一糸切 ミ ガキ（放射状） 高台付、 剥離

ミ ガキ 高台付

高台付

底部一糸切

底部一糸 切

底部一糸切

底部一糸切

底部一糸切

底部一糸切 高台付

底部ー糸切 高台付

ミ ガキ 高台付

ミ ガキ 高台付

（ 表 13-3)
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(2) 金属製 品 （ 図 98 )

銅境 ( 11 ) : 厚 さ 1 mmの薄手の婉 で 口 縁部 2 ヶ 所 と 底部が若干損 な わ れ変形 し て い る も の の 、 ほ

ぽ 旧 形 を 保 っ て い る も の と 思 わ れ る 。

紡錘車 ( 7 ) : 径 4 . 8 cm 、 厚 さ 2 mmの 薄 い 紡錘車で、 中 心部か ら は 径 5 mmの 軸 が上下 に 伸 びて い

た も の と 思 わ れ る が、 軸部は 欠 損 し て い る た め詳細 は 明 ら か では な い 。 重量は 25 . 0 g で あ る 。

そ の他 ( 6 ) : C 地点 1 号住居址か ら 出 土 し た 鉄製 品 で あ る が 、 用途は は っ き り し な い 。 断面の

形状 な ど か ら は 鉄釘の可能性 も 考 え ら れ る 。

(3) そ の他 （ 第 98 図）

羽 口 ( 8 - 10)  : C 地点 で出 土 し て い る 。 8 は 先端部がほ ぽ完形で残 っ て い る が、 熱 を 受 け て 気

泡化 し て い る 。 10 に も 気 泡化がみ ら れ る 。 胎 土 に は ス サ か混入 さ れ て お り 、 焼成は還元焔 に よ っ

て 行 わ れ た も の と 思 わ れ る 。

銭貨 ( 1 - s ) : c 地点で熙寧元宝 ( 1068 年初鋳） 3 枚 と 紹聖元宝 ( 1094 年 初鋳） 1 枚、 B 地点で

皇宋通宝 ( 1039 年初鋳） 1 枚が出 土 し て い る 。 保存状 態 は 不 良 で、 縁辺部が腐蝕 に よ っ て 欠 損 し て

い る 例 ( 5 ) 、 裏面が剥離 し て い る 例 ( 2 ) な ど がみ ら れ た 。 （ 田 中 寿 賀 子）

表14 C 地点 金属製品他観察表 （図 98 )

銭
貨

鉄

羽
口

銅

畠 名 初 鋳 年
径 孔径 重量

出 土 状 況 備 考
ぢC, (cm) (cm) ( g )  

1 熙寧元宝 1 0 6 8 年 2. 3 0. 7 3. 9 C 地点 検出面 真書、 北宋

2 煕寧元宝 1 0 68 年 2. 4 0. 8 2. 6 C 地点 8 号土拡 裏面剥離、 築書、 北宋

3 煕寧元宝 1 0 68 年 2. 3 0. 7 3. 1 C 地点 検出面 築書、 北宋

4 紹聖元宝 1 09 4 年 2. 3 0. 7 3. 2 C 地点 検出面 行書、 北宋

5 皇宋通宝 1 039 年 2. 3 0. 7 2. 3 B 地点 22号住居 縁部腐蝕、 真書、 北宋

畠 外径 軸径 厚 さ 長 さ 幅 重量
残 存 状 態 出 土 遺 構 考器 種

( cm )  (cm) (cm) (cm) (cm) ( g )  
備

方Cコ

6 ？ K o. 4 )  6. 8 )  C 0. 6 )  7. 5 C 地点 1 号住居

7 紡 錘 車 4. 8 0. 5 0. 2 25. 0 車の部分は完形 C 地点 1 号住居 軸部は欠損。

， 
長 さ 外径 内径 重量

胎 土 焼成 残存状態 出 土 遺 構 考
(cm) (cm) (cm) ( g )  

備

8 K 9. 3 )  8. o 2. 5 266. 0 ス サ混入 良 先端は は ぼ完 C地点 3 号住居 先端部は熱 に よ り 気泡化。

， k 6. 9 )  C 8. 4 )  2. 6 )  1 14. 0 ス サ混入 良 C地点 3号住居

10 K 6 .  s )  ( s. o )  1 .  8 )  139. 0 ス サ混入 良 先端部付近 C地点 1 号 溝 先端に近い部分は気泡化c

＇ 
器 高 口 径 厚 さ 重 量

出 土 遺 構器 種
(cm) (cm) (cm) ( g )  

備 考

1 1  杯 5. 5 15. 9 0. 15  1 47. 0 C 地点 1 号住居 腐蝕が著 し い。19. 0 

- 168 -

称

， 



◎
1

 
◎
 ◎

 
◎ 

3
 

�
 I
 

7 
1 0cm 

1i 

i i 
8
 

ー

�
ー
I
I

 

ー
ー

＼
 

／
 

ヽ‘

/

 

／
 

ヽ

一

ヽ

1
9

 

□

量，
 

1
1

9
1
9
9

 

,
1
9
ー
1

ー

ー

.'
 

ー

ー

ヽ
ヽ

I
 ` 
ヽ

ヽ

｀
ト
9
ヽ
9
9
1
1』

['
9,

;
 

{，
〖

，
 

,`｀
‘

 

ヽ

I

、

、

ヽ

｀
 

10 
1 1  

10cm -� 

図98 C 地点 出 土金属製品他

- 169 -

◎
 

/
/ 

'- r I 
ヽ—

I )  
， �---， ， 

I ‘ 
/ --

ヽ

口
ヽ

/ 



第 VI[ 章 調査の ま と め

1 古墳時代 中 期須 恵 器 に つ い て ― 陶 邑編年 と の 比 較を 中 心 と し て 一

坪 蓋 ( 9 · 101 · 118. · 119 · 213 · 214) 全形が明 ら か な 118 は 、 天井の 1/2 が回 転箆削 り で調整

さ れ、 平 坦 に な る 。 口 縁 部は 内 弯ぎ み に 外反 し 、 そ の端 部は 微か な 凹 線 を も つ。 口 縁 部と 天井 部

を 境す る 稜 は 比 較的丸 く 仕上げ ら れ て い る 。 内 面の天井 部分 は 不整方向の丁寧 な ナ デ調整が施 さ

れ て い る 。 こ れ ら は 陶 邑編年の I 型 式 2 - 3段階の特徴に対応す る も の で あ る 。 9 は 内 面の調整

が回 転ナ デに よ り 、 口 縁 部は 直線 的 に 外反 す る 。 ま た 口 縁端 部、 稜 な ど に ン ャ ー プ さ が認め ら れ、

同 時期 か あ る い は僅 か に 後 出的 と 考 え る 。 2 14は 小形で、 口 縁 部か ら 天井 部の た ち あ が り が 高く な

り 、 口 縁端 部の 凹 線が明瞭 と な る 。 こ れ ら の傾向 は 陶 邑編年では 4段階 に あ ら わ れ る も の と さ れ、

該期 と の併行が考 え ら れ る 。

杯身 ( 1 · 102 · 120 · 169 · 170) 1 69 · 170は 底 部の 1/2 か ら 2/3 を 回 転箆 削 り 調整 さ れ、 丸み を

お びな が ら 平 ら に近 く な っ て い る 。 蓋受 部は 水平 か 上外方 に 伸 び、 そ の端 部は 内傾す る 口 縁 部の

端 部と 同 様に 丸 〈 仕上が っ て い る 。 焼 成も よ く 堅緻 な 土 器であ る 。 こ の特徴は 2段階 に 近似す る 。

ロ 縁端 部の形態か ら す る と 、 微か な平 面と な る 1 、 明瞭 な 凹 線 を も つ 12 0は 、 169 · 170よ り も 後 出的

と 考 え ら れ る 。 1 02は 器高が 高〈 小形化の傾向があ る 。 口 縁端 部に 凹 線 を も ち 、 蓋受 部は 比 較的短

い 。 底 部に施 さ れ る 回 転箆 削 り 調 整 は 1/2 程の範囲であ る 。 こ れ ら は 4段階以降の特徴に近似す る 。

甕 (76) 口 縁 部片 で あ り 、 頸 部か ら 大 き く 外反 し 、 端 部に 明 瞭 な 凸 線 を 有す。 外 面に は 凸線 と

櫛描波状文が 1 状ずつの組み合わせで 2 段巡っ て お り 、 文 様、 形態 と も 3 段階の特徴 を 示す。

憩 、 壺 (10 · 171) 壺形の憩 1 0は体 部の み の 遺存 で あ り 、 器肉 は 厚く 、 肩 部に 2本の 沈線で画

さ れ た 櫛描波状文が帯状 に施 さ れ て い る 。 器面に は 凹 凸 があ り 整形、 焼 成は丁寧で な い 。 直 口 壺

と 考 え た 171 は 小形の壺の 口 縁 部であ り 、 鋭い 凸線 2本 と そ の 下に 1 . 3 cm幅 に 歯数 17本の細かい

櫛描波状文 を 巡 ら し て い る 。 焼 成も よ 〈 、 施文 も 丁寧で繊細 な 印 象 を う け る 。

高坪 (121) 小形 高坪 の 脚 端 部であ り 、 鋭い 凸線 を 有 し 、 I 型 式 3段階 の 形態 に 近似す る 。

以上述べ た 各 器種は 、 現存 部分が少 な く 、 坪 身 以外 部分的 な観察 に 留 ま る も の であ る が、 陶 邑

窯編年 と の対比 に よ る と I 型 式 2 - 4段階の 様相 に近似す る も の であ り 、 そ の 実年代 を 5 世紀後

半 代 に 比定す る こ と がで き る 。 長野県の須恵 器生産 は松 ノ 山 窯址い お い て 6 世紀初頭 に 開 始 さ れ

た こ と が 確認 さ れ て い る 。 本 遺跡の須恵 器は そ の年代 を 遡 る も の であ る こ と が 確実 と な り 、 他地

域か ら の搬入が想定 さ れ る 。 し か し 、 焼 成、 整形等の良 否の差が各個体に 顕著であ り 、 粗雑 な も の

(10 · 102 · 214) も 存 在す る こ と か ら 、 全 て を 搬入 品と 断定 し 難 く 、 在地生産の可能性が 指摘 さ れ る と

こ ろ であ る 。 生産地 に つ い て の 問題 は 胎土分析 を 含め て 今後 の 課題 と し て 残 し た い 。 （ な お 、 須恵器

の編年に 関 し て は笹沢浩氏の御教示に よ る 部分が大 き い。 記 し て 感謝申 し 上げた い 。 ） （横山 か よ 子）
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2 平安時代搬入土器 につ い て

灰釉陶器 北信 地 方では、 中南信 地 方に比較し 、灰釉陶器の搬入が少 い傾向 にあり、今回の調

査 においても、多量の土師器・ 須恵器に伴出し た灰釉陶器は7点を数えるのみである。し かし な

が ら、土 器群の年代提 示においては、同資料の存在が 中心 的な根拠 となっている。

碗 、194 • 195 ( D地点 11 号住） 比較的厚手につくられ、口縁部が 端部において外反 する。 底部

から腰 部にかけて回転ヘ ラケズリにより調整され、高台は短くつぶ れて角 高台に属する。釉は内

面体部のみ刷毛塗 りで施され、無釉部に重 ね 焼の痕跡が 認められる。

G 、126 C B 地点検出面） 口縁端部を強 く屈曲させ 、 底部高台は角 高台を呈する。釉は外面体

部、重 ね 焼の高台接 地 面を除 く内面に、刷毛塗 りで施されている。無釉部に重 ね 焼痕を残す。

壌 238 C D地点 12 号住） 底部破 片 である。高台が三 日 月 高台を呈し 、内面はやや内弯する。

底部は回転ヘ ラ削 りにより調整されている。釉の範囲 は特定できないが 、内面のみ確認される。

以上の特徴 を猿投窯編 年に対比させ るとすれば 、194 · 195 · 126 を黒笹 14号～黒笹 90号窯式 に、

238 を黒笹 90号窯式 に比定できる。この他図示されていないが 、D 地点8号住からは折戸 53号窯

式 に対応 すると思われる婉破片が 出土し ている。これらの灰釉陶器は、前章において抽出し た古

様相には伴出せ ず、新様相との中間様相以降 に共伴 し ていることから、新様相を10 世紀代、古様

相を9世紀代にそれぞ れ位置づけるこ とが 可能 となる。
甕 土 師器甕には、A C ロ ク ロ 調整 に よ る も の） 、B C ケズ リ 調整 に よ る も の） 、c cハ ヶ 調整 に よ る も

の ） の 3 種が 存在する。その個体数ではAが圧倒 的であり、B- 7点、C - 3点にとどまるもの

であり、A を主体とすれば B · C は客 体的存在にあるといえる。

Aは北信 地 方を中心 とし た分布 が 確認され、その成立に関し ては北陸 地 方、特に新潟県 との関

連が重視 される。古墳 時代以来 のハ ケ 調整から、同 地 方の影響 によるロ ク ロ 調整への転換 は、本

遺跡 土器群の年代観から、9 世紀代には確実に達 成されていたことが 明らかである。

ケズリ甕Bはいわゆる 「 武蔵型」 であり、市 内でも四 ツ 屋 遺跡 8号住、 県町 遺跡等 で出土が 確

認されており、県 内に比較的多数の検出例が報告 されている。特に千曲川 上流域 の東信 地 方にお

いては、同 甕の出土 数が 多く、ケズリ甕Bを主体的とする地 域 と時間を設定することも可能 と考

えられる。本 遺跡 出土のケズリ甕Bに関し ては、同 地 域及 び群馬県 からの搬入が予 想 される。

ハ ケ 甕C はロ ク ロ 甕A成立以前のいわば伝統 的な甕調整によるものである。中南信 地 方におい

ては平安期 に至 ってもロ ク ロ 甕への転換が 認められず、ハ ケ 甕C を主体とし ていることが知 られ、

本 遺跡 出土のハ ケ 甕C に関し ては、同 地 域 からの搬入が予 想 される。

平安期 という時代背景 を考 えれば 、灰釉陶器に代表 される活発 な土器の流通が 想定されるもの

であり、土師器、須恵器の地 域 内変遷過 程 と地 域 間動向 も含 めて、総括 する必 要性が痛感 される。

（ 灰釉陶器に 関 し て は笹沢浩氏の御教示に よ る 部分が大 き い 。 ） （中殿 • 青木）
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3 い わ ゆ る 善光寺瓦に つ い て

今 回 の 緊 急学術調査で発掘 さ れ た 資料の う ち 、 い わ ゆ る 善光寺瓦 と 呼ばれて い る 布 目 瓦に つ い

て は 、 か つ て 長野市元善町の 旧善光寺本堂址周辺か ら の 土 木工事等に よ っ て 発 見 さ れ た 古 い 様式

の文 様を も っ た 瓦や、 今 回 の 発掘地点近 〈 、 長野市若槻東沢地籍か ら 発見 さ れ た 瓦か ら 、 そ の概

要は 理解 さ れて い た 。 そ れ は 、 完全 に そ の全面 を 残 し た 瓦当 部 に 丸瓦の 一部 を つ け た 軒丸瓦 （鎧瓦）

や 、 瓦 当 部の一部が残 さ れて い た 軒平 瓦 （宇瓦） であ っ た 。 今 回 の 一連の調査 で は 、 一部 を 欠損 し

た 瓦当 部 の 軒 丸瓦 と ほ ぼ完全に全体 を 復元 で き る 軒平瓦が発掘 で き た こ と に よ り 、 今迄 よ り 以上

に善光寺瓦に つ い て 精査 で き る 資料 と し て 注 目 さ れ る も の であ る 。

軒丸瓦の瓦当 部 は 、 大正年間 に 旧善光寺本堂址か ら 、 土 木工事に よ り 発見 さ れ た 一部 を 欠損 し

た も の ( 1 ) と 、 昭和 3 0年 代に な っ て善光寺仁王門近 く か ら 発 見 さ れ た 、 完全 な 瓦 当 部 と 丸瓦の 一部

が接合 し た も の (2) に 代表さ れ る 。 い ず れ も 複弁蓮華文の 瓦 当 部 だ が、 文 様は外区弁 区 に 差違の認

め ら れ る 資料 で あ る 。 そ の う ち 、 (2) の 軒 丸瓦 と 同箔 と 認め ら れ る 資料 は 、 今 回 の 発 掘 に よ り 得 ら

れ た も の も ふ 〈 め 、 現在長野市立博物館で採拓 で き た も の は 合計 6 点 に の ぽ っ て い る 。 こ の 中 に

は 、 現在善光寺が保存 し て い る 、 昭和 28 年 頃 に 旧善光寺本堂址か ら 水道工事等 に よ り 得 ら れ た も

の も 含 ま れ て お り 、 他 に も 、 善光寺関係の 寺院等で保存 さ れ て い る 資料 も あ っ た と さ れ て い る が

そ の 資料は 今回 の 検討資料 に は 含 ま れ て い な い 。 こ の他、 現在善光寺が所蔵 し 、 長野市 立博物館

で展示 し て い る 軒丸瓦の 一点 は 、 ( 1 ) に 該 当 す る 唯一の 資料で、 同 箔 と 認め ら れ る 資料 は 他に は な い。

軒平瓦は 、 軒 丸瓦同 様の折、 大正時 代及 び昭和 2 0年 代以降、 瓦 当 部 の 欠 損 し た 一部が発 見 さ れ、

都合 3点 を 精査 で き 、 何れ も 同箔の文 様を も っ て は い た が、 全体 を 確認す る こ と は不可能 だ っ た。

し か し 、 復元で き た 瓦当 部 か ら 、 唐草文の特 異 な 文 様の 軒平瓦であ る こ と で注 目 さ れ て い た 。 今

回 の 発掘 に よ り 瓦 当 部 を ほぽ完全 な 形で残 し 、 平 瓦部分 を 直線顎又は段顎 に 接合 し て い る 軒平瓦

を 確認で き 、 そ の う ち の 1 点 は 、 住居址の床面 か ら 須恵 器 を 伴 っ て 発見 さ れ た 。

今 ま で、 発 表さ れ た 多 く の善光寺瓦は 、 何れ も 土 木工事等の際に掘 り 出 さ れ た 資料で、 埋蔵状

況等 に つ い て は確認で き な い 資料であ っ た が、 こ の調査結果 を も と に 、 新 た な 研究の礎 と さ れ る

た め 、 今回 の調査で発掘 さ れ た 軒 丸瓦 と 軒平 瓦 と 同 箔 の 資料 に つ い て 、 そ の特徴 を 指摘 し 、 そ れ

ぞれの製作に か か わ る 歴 史 的な 背景 及 び両者の関係 な ど に つ い て 検討 さ れ る 資料 に 供 し た い 。

軒丸瓦 瓦 当 部文 様の概形 と 特徴 を 列記す る と 、

l 、 弁 区 は 復弁 8 蓮華文で、 そ れ ぞれの蓮華の間 に は 間弁 を 配 し て い る 。 た だ し 、 正確に は 8

蓮華の う ち l 蓮 華 は 間弁 を 間 に 配 し 、 完全 な単弁の 蓮 華 を 対 に並べて い る 。

2 、 外区 は 、 26 枚の 凸面外行鋸歯文で飾 っ て い る が、 そ の 形状 は不均整で、 法 量がそ れ ぞれ違 う 。

3 、 中 房 は 、 中 央 に 周 環 を め ぐ ら し た 蓮 子 を 置 き 、 そ の外側 に は 周 環 も な く 、 他の蓮子 よ り 小

形の 4つの蓮 子 を 、 さ ら に 一 番 外側 に は 周 環 を め ぐ ら し 、 中 央の 蓮子 と 同 様の大 き さ の 8 つ

の蓮子 を 配 し て い る 。 蓮子の断面 は つぶれ た 形の 三角形であ る 。
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4、 内 区 の 間弁の う ち 、 1 で指摘 し た 単弁の蓮華 を 並べ た 左 に 配 さ れ た 間弁 の 、 中 央 に 直交 し

て 、 幅 6 mm、 長 さ 2 0mmの長方形の凸文があ る 。

5 、 外区 の 内 側 と 弁区の外側 に 、 そ れ ぞれ 凸線文 を め ぐ ら し て い る 。

以上が軒丸瓦瓦当部の文 様の概形 及 び特徴であ る 。

複弁蓮華文、 特 に 8 蓮花文の軒丸瓦に つ い て は 、 7世紀後半 に 創建 さ れ た 、 奈良県明 日 香村 川

原寺 に 最 古の資料が 求め ら れ 、 い わ ゆ る 川 原寺 式 の 軒丸瓦 と し て 、 そ の 類 型 は 各地の寺院址か ら

発見 さ れ て い る 。 当 該 瓦 も そ の 系列 に加 え ら れ検 討さ れて 来た 。

原形 と な っ て い る 川 原寺 出 土 の 軒丸瓦の瓦当 部の文 様を 見 る と 、 ( 1 ) 外区の鋸歯文は 、 面違 い

に掘 ら れ、 外行鋸歯文が 48 個 、 均斉に並ん で い る 。 (2) 中房の半径 と 弁区 の 幅 と の 比は 中房 の 方

が広 く 、 中 房 に 配 さ れ た 蓮 子 は 、 中 か ら 1 · 5 · 11 で、 そ れ ぞれ周 環 を も ち 、 配置 は 幾何学的で

均斉であ る 。 (3) 蓮華の花弁 及 び間弁の彫刻 は精巧で、 花弁は 間 弁 に 添 っ て外区近 く ま で広が り 、

間弁の先端の 中 央 に は切 り 込み があ る 。 な ど を あ げ る こ と がで き 、 整斉で あ る こ と が第一の特徴

と も い え る 。 ち な み に 、 中 房 中 央の蓮子か ら 8 間弁 を 結ぶ線は そ れ ぞれ半直角 に 近 く 測 定で き 、

配 さ れた蓮花弁 も 、 8 弁 と も ほ ぽ同 じ 形 を し て い る 。 こ れ は 、 同寺の仏像の製作 に 当 た っ た 仏師

た ち の手 に よ り 造箔 さ れ た た め と 言 わ れて い る 。

こ れ に 比較 し て 、 当 該 軒丸瓦を 見 る と 、 瓦 当 部 に 描 か れ た 文 様は不整形で、 花弁の 一つ一つ は

ま ち ま ち 、 そ の う え 、 単弁の蓮華 も 描 か れ る ほ ど で あ る 。 各間弁の間 隔 も ま ち ま ち で、 そ れ ぞれ

隣の間弁 と な す角度も 、 4 0度か ら 5 0度と 、 1 0度も の 違 い が あ り 、 一見 し て蓮華の 大 き さ や型 の不揃

い が分か る ほ ど であ る 。 さ ら に特徴的 な こ と は 、 弁 区の 中 に 置 か れ た 長方形の 凸文であ る 。 こ の 凸

文 は 、 出 土例の 少 な か っ た 当 初 は 、 こ れ を 上 下を 識別 す る し る し と 考 え ら れ て い た が、 資料が 多

く な る と 、 丸瓦の接合位置 と は 関係 の な い こ と が確認 さ れ た 。 何れかの必 要があ っ て 施文 さ れ た

も の と は 考 え ら れ る が、 規格 を 正確 に 踏襲す る こ と が本来 と 考 え ら れ る 技法の伝承が、 こ れ ほ ど

ま で に不均衡で、 不正確であ る 事実 は 意味深 い 。 当 時の仏教文化、 政治文化の 中 心地か ら 遠隔の

地信 濃 と は い え 、 単に 距離的、 地域的条件 に 原 因 を 求め る こ と は 短絡す ぎ は し な い か と 思わ れ る 。

軒平瓦 今回の発掘 調査 に よ り 得 ら れ た 軒 平瓦か ら 平瓦の凹 面の 曲線か ら 推定す る と 、 軒先に

向 け た 部分で、 半径 24-25 cmの桶型 で製造 さ れ た こ と が分か り 、 さ ら に 、 凹 面の上方 3分の 2の
た た き め

面に 押 さ れ て い る 布 目 は 荒布 、 凸 面に 残 さ れ た 叩 目 痕は 縄 目 であ る 。

瓦当部に描か れ た 文 様の概形 と 特徴 を 列記す る と 次の よ う に 指摘で き る 。

1 、 凸線を め ぐ ら し て い る 上 下外区の 2本の 平行線は 、 内 側 が外側 よ り 細 く 、 外側 は 一部 を 欠

い て い る 。 脇 区 は 左右 と も 上 下区 の 凸線同 様の 平行線で、 そ れ ぞ れ 内 側 ・ 外側 の 凸線に つ な

がっ て い る 。

2 、 内 区 の 主文は 、 右上角 か ら 左上角 に 向 け て 、 大 き く 波状にW形の太 い 茎 が描 か れ、 内 区 を

5 区画 に 分 け て い る 。

3、 区画 さ れ た 各部分の形 は 、 左右 下角 の横長の三角 形 と 、 中 央 下部分 と 、 そ の 上左右対象に
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並ん だ半楕円 形 に 区画 さ れ て い る 。

4、 右上角 か ら 約 2cm 中 に 入 っ た 茎 に 第一節 を 描 き 、 等間 隔 に 第三、 第 四 と 節 を 配 し 、 それぞれの

羽根型 を し た 節 か ら 、 長い葉柄 を も っ た 丸 く 図案化 し た パル メ ッ ト 葉 2 と 奮 1 を 派生 し て い る 。

5 、 右 下角 の 区画 に は 、 第一節の 下方 に 派生 し た 長い葉柄 を も っ た葉 と 奮 が描かれて い る 。

6 、 右上の半楕 円 形 の 区画 に は 、 第 一 • 第二節か ら 派生 し た葉柄が丸 く 交 叉 し 、 大小の葉 を つ

け、 第二節か ら 派生 し た 奮が描か れ て い る 。

7 、 中 央 下の 区画 に は 、 第 二 • 第三節か ら 派生 し た 葉柄が区画の 中 央で丸 く 交叉 し 葉 を つ け て

い る 。 第三節か ら 派生 し て い る 奮 は 退化 し て い る 。

8 、 左上の 区画 に は 第二 • 第三節 か ら 派生 し て い る 葉柄 が丸 く 交叉 し 、 大小の葉 を 配 し て い る 。

9、 左下角 の 区画 に は 、 第 四 節 か ら 派生 し て い る 文 様があ る が、 何 を 描 い て い る か判 別 で き な い。

以上 を 要約す る と 、 主文の 茎 は 波状 に 描 か れ 、 均等に割 り 振 ら れ た 4つの節 か ら は 、 原則的に

は 葉 2 、 奮 1 を 派生 、 葉柄は 長く 、 区画の 中 央で丸 く 交 叉 し 、 そ の先 に 丸 く 図案化 し た パル メ ッ

ト が描 か れ て い る 。

こ の 軒平瓦につ い て は 、 筆者の研究範囲 の 狭 さ か 、 2 0年来類例 を 求め た が、 い ま だ に 納得 で き

る 資料 を 他に 指摘す る こ と がで き な か っ た 。 し か し 、 瓦 当 部の全面 に 波状 に 主文 を 描 く 例 は 、 奈

良 県橿原市藤原宮址 出土の偏行忍 冬 唐草文宇瓦 な ど に 求め ら れ、 そ こ に は 法隆寺所蔵橘婦 人厨子

須弥座 に 描 か れ た 忍 冬唐草文に祖形 を 求め ら れ る 変形唐草文が整然 と 配 さ れ、 上 下の外区 が こ れ

を 挟 ん で い る 。 こ の文 様を 、 当該瓦の文 様と 直接結びつ けて 考 え る こ と は 構成上む ず か し い 。 む

し ろ 、 茎 を 波状 に め ぐ ら し 、 そ こ か ら 派生 す る 葉の葉柄 を 交 叉 さ せ る 構成 は 、 法隆寺献納宝物の

中 に あ る 光背 の 中 に 幾つ か を 求め る こ と かで き る し 、 法隆寺金堂の天蓋の 葺返 し に 描かれて い る

文 様も 、 同 様の構成 で あ る 。

今 回 の 調査で発掘 さ れ た 軒平 瓦 と 軒 丸瓦は か っ て 善光寺境 内 で発 見 さ れ た が 、 こ れが一対の軒

瓦 と し て 葺 か れ て い た と い う 証拠 は 今の と こ ろ な い。 そ し て 、 川 原寺式軒丸瓦 と 対 を な す 軒平瓦

は 、 原則 的 に は 重弧文軒平 瓦が使 わ れ る こ と が例 と な っ て い る と い う 報告があ る 。 し か し 、 善光

寺境内 か ら は い ま だ に こ れ に 該 当 す る 軒平瓦は発見 さ れ て い な い 。 さ ら に 、 発掘 さ れ た 軒平 瓦二

点 の 顎 は 、 無顎形式の も の と 段顎形式の も の で あ り 、 こ の例か ら す れば、 同箔の文 様を も ち な が

ら 、 瓦 自体の韮本的 な 形 を 違 う と い う 検討 を 要す る 問題点 も あ る 。 こ れは 、 仮定では あ る が箔 は

保存 さ れ 、 あ る 期間 こ れ を 使 い な が ら 製作 し て い 〈 段階で、 建築物の軒先の構造が変化 し 、 そ れ

に 合 わせ て 軒平 瓦 も 形 を 改め た と い う こ と も 考 え ら れ る 。

今 回 の 発掘地点 は 、 近 く か ら 窯址の 存 在を 指摘 さ れ て い た が、 正 確に そ の実態は 確認 さ れて い

な い 。 こ れ を 機会 に 新 し い 資料への対応 を 検討 し て い か な け れ ば な ら な い が、 9世紀代 に 製 作 さ

れ た 須恵 器と 共 に 発掘 さ れ た 事実 は そ の 出発点 と 考 え ら れ る 。 （ 山 口 純一 ）
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